
江
新
地
方
に
∵
お
け
る
薗
取
引
に
つ
い
て曽

　
　
田
　
　
三

は
　
じ
　
め
　
に

江
済
地
方
で
、
民
族
資
本
の
製
糸
工
場
が
急
速
に
増
加
す
る
の
は
日
活
戦
争

直
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
急
増
に
は
ま
も
な
く
反
動
が
生
じ
て
製
糸
工
場

は
減
少
し
た
。
そ
の
後
少
し
つ
つ
回
復
し
た
も
の
の
、
工
場
数
、
練
糸
設
備
数

と
も
一
九
〇
五
年
頃
ま
で
停
滞
的
な
状
態
に
あ
っ
た
。
一
九
世
紀
末
の
製
糸
工

場
の
経
営
姓
の
原
因
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
そ

(
l
)

の
一
つ
に
、
「
原
料
即
チ
蚕
菌
ノ
蒐
集
甚
夕
困
難
ナ
ル
コ
ト
」
が
あ
っ
た
。

原
料
苗
の
買
い
つ
け
と
い
う
面
か
ら
江
漸
地
方
に
お
け
る
近
代
製
糸
業
発
生

の
特
教
を
考
え
れ
ば
、
次
の
二
点
が
指
摘
で
せ
よ
う
。
第
一
に
、
養
蚕
農
民
の

生
産
し
た
菌
の
多
く
は
座
操
製
糸
の
原
料
に
あ
て
ら
れ
て
お
り
、
近
代
製
糸
業

(
2
)

の
発
生
は
甫
取
引
の
普
及
を
前
提
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
第
二

に
、
外
国
商
社
の
製
糸
工
場
に
つ
ず
い
て
開
設
さ
れ
た
民
族
資
本
の
工
場
に
し

て
も
、
そ
の
大
部
分
は
産
前
地
か
ら
離
れ
た
上
海
に
集
中
し
て
い
た
。
こ
の
二

点
の
特
徴
は
、
生
ま
れ
た
は
か
り
の
近
代
的
製
糸
工
場
の
経
営
者
　
-
　
製
糸
家

に
と
っ
て
、
原
料
繭
の
買
い
つ
け
、
と
く
に
養
蚕
良
民
か
ら
の
直
接
の
買
い
つ

け
は
容
易
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

江
折
地
方
に
お
け
る
商
取
引
に
つ
い
て
　
(
曽
田
)

江
折
地
方
で
は
、
一
九
〇
六
年
頃
か
ら
製
糸
工
場
数
、
練
糸
設
備
数
が
増
加

慎
向
を
示
す
よ
う
に
な
り
、
近
代
製
糸
業
は
、
一
九
二
〇
年
代
中
頃
に
い
た
る

ま
で
上
海
を
中
心
に
発
展
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
近

代
製
糸
業
の
発
展
過
程
に
お
い
て
、
発
生
期
に
み
ら
れ
た
原
料
繭
の
買
い
つ
け

難
は
、
ど
の
よ
う
に
解
決
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
商
取
引
の
面
か
ら
、
前
行
制
度
に
焦
点
を
あ
て
な
が
ら
検
討

(
3
)

し
て
み
た
い
。

註
(
l
)
　
農
商
務
省
農
務
局
　
(
本
多
岩
次
郎
)
　
『
清
国
蚕
糸
業
調
査
復
命
書
』

一
八
九
九
年
一
〇
二
頁
。

(
2
)
　
「
元
来
、
清
国
二
在
リ
テ
ハ
、
各
戸
収
メ
タ
ル
蔚
ハ
悉
ク
各
戸
二
於

テ
製
糸
シ
タ
ル
後
、
之
ヲ
売
却
ス
ル
ノ
習
慣
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
従
来
、
繭

ノ
売
買
ハ
幾
ソ
ト
行
ハ
レ
サ
リ
シ
カ
、
上
海
二
於
テ
機
械
製
糸
場
ノ
設

立
ア
リ
シ
以
来
、
始
メ
テ
此
事
ア
ル
ニ
至
リ
シ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
・
…
:
」
(
読

点
は
筆
者
。
『
清
国
蚕
糸
業
調
査
復
命
書
』
一
〇
九
1
二
〇
頁
)
。

(
3
)
　
商
取
引
の
問
題
に
つ
い
て
、
以
前
に
簡
単
に
ふ
れ
た
こ
と
が
あ
る

(
拙
稿
「
中
国
に
お
け
る
近
代
製
糸
業
の
展
開
」
『
歴
史
学
研
究
』
四
八

ロ】ユ



江
新
地
方
に
お
け
る
甫
取
引
に
つ
い
て
　
(
曽
田
)

九
号
)
。
本
稿
で
は
薗
取
引
の
内
部
に
た
ち
い
っ
て
、
前
行
制
度
を
基

擬
に
し
た
繭
取
引
を
め
ぐ
る
製
糸
家
、
前
行
、
養
蚕
良
民
三
者
の
関
係

に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

な
お
、
日
清
戦
争
前
後
の
繭
取
引
の
状
態
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
鈴

木
智
夫
氏
に
よ
る
詳
し
い
研
究
が
あ
る
(
「
清
末
無
錫
に
お
け
る
商
取

引
の
発
達
と
外
国
資
本
」
『
東
洋
学
報
』
第
六
三
巻
一
・
二
号
)
。
従
っ

て
、
こ
の
時
期
の
繭
取
引
に
つ
い
て
は
.
鈴
木
論
文
　
-
　
以
下
こ
の
よ

う
に
略
称
す
る
　
-
　
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
本
稿
の
全
体
と
の
関
連
で

必
要
な
限
り
で
簡
単
に
叙
述
す
る
。

l
　
前
行
の
発
生

江
漸
地
方
は
、
広
東
と
な
ら
ん
で
有
名
な
蚕
糸
業
地
で
あ
っ
た
。
上
海
に
近

代
的
な
製
糸
工
場
が
開
設
さ
れ
て
か
ら
、
原
料
面
の
需
要
が
生
じ
た
の
で
あ
る

が
、
原
料
面
の
供
給
を
担
っ
た
の
は
伝
統
的
に
蚕
糸
業
の
盛
ん
な
地
方
で
は
な

か
っ
た
。
一
九
世
紀
末
の
製
糸
工
場
へ
の
原
料
菌
供
給
地
と
し
て
、
第
一
に
無

(
l
)

錫
が
、
第
二
に
紹
興
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

無
錫
は
新
興
の
蚕
糸
業
地
で
あ
り
、
一
八
六
〇
年
代
以
降
に
蚕
糸
業
が
普
及

(
2
)

し
た
。
蚕
糸
業
の
普
及
は
、
当
初
は
座
繰
糸
生
産
を
目
的
に
し
た
も
の
で
あ
っ

(
3
)

た
が
、
一
八
八
〇
年
代
初
頭
か
ら
前
の
商
品
化
が
ひ
ろ
ま
っ
た
。
無
錫
が
原
料

繭
産
地
と
し
て
本
格
的
に
成
長
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
二
〇
世
紀
に
は
い
っ
て

(
4
)

か
ら
の
こ
と
で
あ
る
が
、
江
漸
地
方
に
お
け
る
乾
前
出
回
量
の
推
計
に
よ
れ

ば
、
原
料
薗
産
地
と
し
て
の
無
錫
を
中
心
と
し
た
地
域
の
重
要
性
は
、
一
九
二

〇
年
代
中
頃
ま
で
変
化
し
な
か
っ
た
。
無
錫
、
江
陰
、
武
進
(
常
州
)
三
県
か

四
六

ら
の
出
回
畳
は
全
体
の
四
〇
%
程
度
、
年
に
よ
っ
て
は
五
〇
%
も
の
割
合
を
占

(
5
)

め
て
い
る
。

無
錫
が
い
ち
は
や
く
原
料
蔚
産
地
と
な
っ
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
上
海
へ
の

菌
の
輸
送
の
便
に
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
、
座
操
製
糸
に
つ
い
て
湖
州
や
嘉
興
に

(
6
)

匹
敵
す
る
技
術
を
欠
い
て
い
た
こ
と
な
ど
が
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
に
加
え
て
無
錫
産
の
前
の
質
に
つ
い
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
無
錫
産

の
菌
の
質
は
、
当
時
の
上
海
器
械
糸
の
主
要
な
市
場
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
を
中

(
7
)

心
と
し
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
の
需
要
す
る
細
糸
の
生
産
に
適
し
て
い
た
。

江
薪
地
方
の
近
代
的
な
製
糸
工
場
は
、
産
前
地
か
ら
離
れ
た
上
海
を
中
心
に

開
設
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
原
料
菌
を
買
い
つ
け
る
た
め
に
は
、
工
場
設
備
と
は

別
に
産
菌
地
に
生
前
の
買
入
所
と
乾
燥
設
備
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
買

入
所
や
乾
燥
設
備
を
設
置
し
、
養
蚕
農
民
か
ら
生
首
の
買
い
つ
け
に
あ
た
る
の

が
前
行
で
あ
る
。
菌
行
は
そ
の
開
設
に
あ
た
っ
て
、
地
方
行
政
当
局
の
認
可
を

必
要
と
す
る
牙
行
の
一
種
で
あ
る
。

前
行
が
最
初
に
開
設
さ
れ
た
年
と
県
名
を
確
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
た

(
8
)

だ
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
次
の
点
が
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
露
呉

地
方
で
は
、
甫
行
の
出
現
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
前
掲
の
徴
収
が
始
ま
っ
た
の

は
、
遅
く
と
も
一
八
七
九
年
前
後
で
あ
り
、
「
苗
掴
章
程
」
が
制
定
さ
れ
苗
損

の
徴
収
方
法
、
脱
税
へ
の
処
罰
、
苗
行
の
開
設
認
可
条
件
等
が
明
在
に
規
定
さ

れ
た
の
は
、
一
八
八
三
年
で
あ
る
。
ま
た
、
一
八
八
〇
年
代
は
じ
め
の
無
錫
で

は
、
か
な
り
の
数
の
前
行
が
苗
取
引
に
あ
た
っ
て
い
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
、

江
新
地
方
の
行
政
当
局
が
、
百
行
を
牙
行
の
二
位
と
し
て
そ
の
開
設
と
営
業
を

認
可
し
、
他
方
で
繭
取
引
に
課
税
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
八
七
〇
年
代



末
か
ら
一
八
八
〇
年
代
の
は
じ
め
に
か
け
て
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ

う
。
こ
れ
は
、
外
国
商
社
が
上
海
に
次
々
と
製
糸
工
場
を
開
設
し
、
ま
た
江
前

地
方
で
最
初
の
民
族
資
太
の
製
糸
工
場
が
操
業
を
開
始
し
た
時
期
に
あ
た
る
。

一
八
八
〇
年
前
後
の
上
海
に
お
け
る
製
糸
工
場
の
開
設
は
、
無
錫
等
の
地
に

お
け
る
苗
の
商
品
化
を
生
じ
さ
せ
た
が
、
首
の
取
引
は
必
ず
し
も
前
行
の
主
導

下
に
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
原
料
首
の
需
要
が
た
か
ま
る
と
、
産
前
地
に
は

(
9
)

「
小
規
模
ノ
乾
燥
室
ヲ
附
設
ス
ル
モ
ノ
激
増
ス
ル
」
に
い
た
り
、
前
行
と
養
蚕

良
民
の
問
に
は
、
各
壇
の
名
称
で
呼
ば
れ
る
苗
の
買
い
つ
け
人
が
活
動
し
た
。

こ
れ
ら
の
買
い
つ
け
人
は
、
乾
燥
設
備
を
設
置
し
て
い
な
い
か
、
設
置
し
て
い

る
に
し
て
も
不
完
全
な
も
の
で
し
か
な
か
.
っ
た
。
彼
ら
は
薗
価
を
引
き
上
げ
て

苗
の
売
買
の
独
占
を
は
か
り
、
ま
た
乾
燥
不
良
の
苗
や
盾
苗
を
前
行
に
売
り
つ

け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
製
糸
家
た
ち
は
積
極
的
に
「
完
備
セ
ル
大
南
行
」

(
1
0
)

を
産
菌
地
に
開
設
し
、
養
蚕
良
民
か
ら
直
接
に
前
の
買
い
つ
け
に
あ
た
ろ
う
と

し
た
。こ
う
し
て
、
製
糸
工
場
を
経
営
す
る
外
国
商
社
や
、
民
族
資
本
の
製
糸
工
場

に
ょ
っ
て
開
設
さ
れ
た
甫
行
と
、
産
前
地
の
各
瞳
の
買
い
つ
け
人
と
の
問
に
繭

買
い
つ
け
の
主
導
権
を
め
ぐ
る
対
立
が
生
じ
る
に
い
た
っ
た
。
一
九
一
五
年
四

月
二
〇
日
付
の
『
時
報
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
一
八
九
〇
年
前
後
の
甫
取
引

の
状
況
は
、
こ
の
対
立
と
菌
行
側
の
劣
勢
の
模
様
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ

入
ノ
0

日
活
戦
争
直
後
、
江
薪
地
方
の
民
族
資
本
の
製
糸
工
場
は
急
増
し
、
そ
れ
に

と
も
な
っ
て
原
料
繭
の
需
要
量
も
ふ
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
繭
取
引
の
主
導
.

(
1
1
)

権
を
め
ぐ
る
対
立
は
な
お
つ
ず
い
て
い
た
。
こ
の
時
期
、
無
錫
の
よ
う
な
地
方

江
折
地
方
に
お
け
る
薗
取
引
に
つ
い
て
(
曽
田
)

の
養
蚕
晨
民
で
も
、
l
生
産
し
た
繭
の
す
べ
て
を
売
り
に
出
す
わ
け
で
は
な
く
、

し
か
も
良
質
の
菌
を
手
元
に
の
こ
し
て
座
繰
製
糸
に
あ
て
る
傾
向
が
あ
っ
た
こ

(
1
2
)

と
に
加
え
て
、
商
取
引
の
主
導
権
を
め
ぐ
る
産
繭
地
の
各
種
買
い
つ
け
人
と
製

糸
家
の
開
設
し
た
前
行
と
の
対
立
、
お
よ
び
そ
こ
に
お
け
る
後
者
の
劣
勢
が
、

日
活
戦
争
直
後
の
製
糸
工
場
の
原
料
繭
の
買
い
つ
け
難
を
も
た
ら
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
に
述
べ
て
き
た
よ
う
な
商
取
引
の
状
態
に
変
化
が
生
じ
、
前
行
の
主
導

の
下
に
比
較
的
安
諺
た
甫
取
引
が
行
え
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
二
〇
世
紀
に

は
い
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
甫
取
引
の
状
態
に
変
化
を
生
じ
さ
せ
た
原
因
に
つ
い

て
は
、
こ
ま
か
く
考
え
れ
ば
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
と
思
う
が
、
最

も
重
要
な
の
は
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
、
前
行
開
設
の
主
体
の
変
化
と
前
行
の

組
織
化
で
あ
ろ
う
。

註
(
1
)
　
蔑
商
務
省
晨
務
局
　
(
松
永
伍
作
)
『
清
国
蚕
業
視
察
復
命
書
』
一
八

九
八
年
　
四
五
頁
。

(
2
)
　
顧
萌
方
『
無
錫
之
工
業
』
一
九
三
三
年
一
五
頁
。
.

(
2
)
　
秦
惟
人
「
清
末
湖
州
の
蚕
糸
業
と
生
糸
の
輸
出
」
『
中
嶋
敏
先
生
古

稀
記
念
論
集
』
下
巻
(
汲
古
書
院
一
九
八
一
年
)
所
収
。

(
4
)
　
L
i
E
a
n
M
・
L
i
,
C
試
音
ブ
寧
㍍
ゴ
尋
浄
∴
マ
計
ぎ
ぎ
邑
示
邑
訂
タ

…
.
、
訂
ゝ
さ
計
r
3
一
さ
r
己
　
監
b
「
巴
J
 
H
a
r
く
a
r
d
 
U
n
i
扁
r
S
i
t
y

P
r
e
∽
S
-
黒
田
.
p
.
】
O
p
、

(
5
)
　
蚕
糸
業
同
業
組
合
中
央
会
『
支
那
蚕
糸
業
大
観
』
一
九
二
九
年
一

六
四
-
〓
ハ
六
頁
。
以
下
、
『
大
観
』
と
略
す
。

四
七
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江
折
地
方
に
お
け
る
商
取
引
に
つ
い
て
(
首
田
)

鈴
木
論
文
。

晨
商
務
省
生
糸
検
査
所
　
『
朝
鮮
支
那
蚕
糸
業
概
観
』
一
九
二
二
年

三
一
二
〇
頁
。

鈴
木
論
文
。

『
朝
鮮
支
那
蚕
糸
業
概
観
』
二
一
八
頁
。

同
右
。

鈴
木
論
文
。

『
清
国
蚕
業
視
察
復
命
書
』
一
七
頁
。

外
務
省
通
商
局
『
活
国
事
情
』
第
二
輯
一
九
〇
七
年
　
六
九
頁
。

±
　
製
糸
象
と
前
行

前
行
の
種
類
は
、
大
き
く
二
つ
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
製
糸
家

自
身
が
、
あ
る
い
は
上
海
や
無
錫
の
市
場
で
乾
商
取
引
に
あ
た
る
余
薗
商
と
呼

ば
れ
る
繭
商
人
自
身
が
開
設
し
た
繭
行
で
、
「
自
行
」
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
も
う
一
つ
は
製
糸
家
や
薗
商
人
の
利
用
に
供
し
て
、
賃
貸
料
等
を
得
る
目

的
で
開
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
製
糸
家
等
が
前
行
を
と
お
し
て
養
蚕
農
民
か
ら
生
前
を
買
い
つ
け

る
方
法
に
二
つ
あ
っ
た
。
一
つ
は
賃
借
り
等
の
形
態
で
、
製
糸
工
場
の
経
営
と

は
直
接
の
関
係
を
有
し
な
い
人
々
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
前
行
を
と
お
し
て
買

小
っ
け
る
方
法
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
製
糸
家
自
身
が
前
行
開
設
の
許
可
証
の

交
付
を
う
け
、
殺
嫡
・
乾
燥
設
備
を
所
有
し
て
、
養
蚕
盈
民
か
ら
直
接
に
買
い

(
l
)

つ
け
る
方
法
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
日
清
戦
争
以
前
の
上
海
の
製

四
八

糸
工
場
で
は
、
各
柾
の
名
称
で
呼
ば
れ
た
産
前
地
の
買
い
つ
け
人
を
排
除
し
、

商
取
引
の
主
導
権
を
掌
提
す
る
た
め
に
、
積
極
的
に
直
接
に
前
行
を
開
設
し
て

買
い
つ
け
に
あ
た
ろ
う
と
し
た
。
一
方
、
前
行
の
賃
貸
借
は
、
日
活
戦
争
直
後

の
製
糸
工
場
の
急
増
へ
の
反
動
を
き
っ
か
け
に
ひ
ろ
ま
っ
た
「
租
廠
」
の
風
樹

(
2
)

と
と
も
に
始
ま
っ
た
。
日
活
戦
争
直
後
あ
た
り
ま
で
は
、
製
糸
家
の
多
く
に
自

ら
前
行
を
開
設
し
て
菌
の
買
い
つ
け
に
あ
た
ろ
う
と
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
一
九
一
〇
年
代
に
な
る
と
、
製
糸
家
と
前
行
の
関
係
に
つ
い
て
、

製
糸
家
で
「
自
ら
前
行
を
有
す
る
者
少
な
く
、
多
数
者
は
之
を
借
用
す
る
か
、

又
は
前
行
を
し
て
買
入
れ
を
請
負
は
し
む
な
り
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

(
3
)た
。
製
糸
家
と
前
行
は
分
離
し
、
製
糸
家
の
多
く
ほ
他
人
の
開
設
し
た
前
行
の

名
義
と
設
備
を
賃
借
り
し
て
菌
の
買
い
つ
け
に
あ
た
る
か
、
前
行
に
苗
の
買
い

つ
け
を
ゆ
だ
ね
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
も
う
少
し
後
に
は
、
製
糸
家

自
身
が
有
す
る
前
行
は
全
繭
行
数
の
一
割
あ
る
か
な
い
か
の
程
度
だ
と
い
わ
れ

(
4
)

て
い
る
。

製
糸
家
と
前
行
の
分
離
が
い
つ
頃
か
ら
明
確
に
な
っ
た
の
か
確
定
は
で
き
な

い
が
、
す
で
に
一
九
一
〇
年
頃
に
は
、
「
苗
産
地
と
し
て
有
名
な
る
匁
に
て
ほ
、

他
人
に
貸
付
の
目
的
を
以
て
乾
燥
場
を
設
置
す
る
も
の
あ
る
を
以
て
、
多
く
は

其
の
持
主
よ
り
之
れ
を
借
入
れ
る
も
の
と
す
」
(
読
点
は
笠
畠
)
と
す
る
資
料

(
5
)

が
あ
る
。
従
っ
て
、
日
清
戦
争
直
後
の
製
糸
工
場
の
急
増
へ
の
反
動
を
へ
た
一

八
九
〇
年
代
の
お
わ
h
ソ
頃
か
ら
製
糸
家
と
首
行
の
分
記
が
は
じ
ま
り
、
そ
の
後

一
〇
年
程
度
の
問
に
製
糸
家
で
前
行
を
自
ら
開
設
す
る
も
の
に
少
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。

製
糸
家
が
直
接
に
前
行
を
開
設
す
る
こ
と
を
放
棄
す
る
よ
う
に
な
っ
た
原
田



は
、
い
く
つ
か
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
日
清
戦
争
以
後
増
加
し
た
民
族
資
本
の
製

糸
工
場
は
資
本
に
乏
し
く
、
そ
の
た
め
に
工
場
の
賃
借
が
普
及
し
経
営
者
は
頻

繁
に
交
替
し
た
。
従
っ
て
、
製
糸
家
の
百
行
開
設
へ
の
投
資
も
消
短
的
に
な
っ

た
。
.
さ
ら
に
、
す
で
に
述
べ
た
一
八
八
〇
年
代
か
ら
日
清
戦
争
前
後
に
か
け
て

の
時
期
、
首
行
と
産
石
地
の
各
種
買
い
つ
け
人
と
の
.
苗
取
引
の
主
導
権
を
め
ぐ

る
対
立
が
あ
り
、
上
海
の
製
糸
家
が
開
設
し
た
前
行
で
は
、
こ
の
対
立
に
う
ち

か
て
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
、
後
に
ふ
れ
る
前
行
利
用
の

契
約
内
容
か
ら
も
推
測
で
き
る
。

製
糸
家
に
か
あ
っ
て
甫
行
の
開
設
に
の
り
出
し
た
の
は
、
産
前
地
の
郷
紳
と

呼
ば
れ
る
よ
う
な
有
力
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
い
ま
、
一
九
一
〇
年
代
以
降
の
資

料
上
に
示
さ
れ
て
い
る
、
前
行
開
設
者
に
関
す
る
表
現
を
列
挙
す
る
と
、
「
地

(

5

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

7

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

8

)

方
有
力
者
」
、
「
産
前
地
域
の
郷
紳
」
、
「
農
村
の
土
豪
劣
紳
」
、
「
地
方
ノ
酒
造
家

(
9
)

若
ク
ハ
富
豪
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
江
所
地
方
の
産
前
地
の
有
力
者
が
、
前

行
の
開
設
を
事
業
と
す
る
こ
と
は
か
な
り
ひ
ろ
く
み
ら
れ
た
よ
う
で
、
「
蘇
折

蚕
業
地
に
於
け
る
有
力
者
は
大
抵
前
行
(
乾
苗
設
備
を
有
す
る
繭
買
入
所
)
を

所
有
詰
)
賃
貸
料
を
以
て
製
糸
家
又
は
菌
商
の
使
用
に
供
し
て
居
る
」
と
い
わ

(
1
1
)

れ
て
い
る
。
前
行
は
合
彩
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
産
前
地
の
郷

紳
は
親
戚
、
知
人
等
数
人
で
資
金
を
出
し
あ
っ
て
、
前
行
を
開
設
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。

製
糸
家
が
原
料
繭
を
確
保
す
る
に
は
、
産
前
地
に
お
い
て
前
行
を
と
お
し
て

買
い
つ
け
る
以
外
に
、
上
海
や
無
錫
の
乾
繭
市
場
に
お
い
て
、
甫
商
人
か
ら
乾

繭
を
買
い
入
れ
る
方
法
も
あ
っ
た
。
製
糸
家
は
一
年
間
の
操
業
に
必
要
な
原
料

面
の
六
割
程
度
を
前
者
の
方
法
に
よ
っ
て
、
残
り
を
後
者
の
方
法
に
よ
っ
て
確

江
漸
地
方
に
お
け
る
繭
取
引
に
つ
い
て
(
日
田
)

(
1
2
)

促
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
繭
商
人
に
し
て
も
養
蚕
農
民
か
ら
の
繭
の
買
い
つ

け
は
前
行
を
と
お
し
て
行
っ
て
お
り
、
製
糸
家
の
草
月
い
入
れ
が
前
行
制
度
を

基
礎
に
し
て
い
た
こ
と
に
か
あ
り
は
な
い
。

少
数
の
自
ら
前
行
を
開
設
す
る
製
糸
家
や
繭
商
人
は
別
上
し
て
、
大
部
分
の

も
の
は
産
繭
地
の
郷
紳
が
開
設
し
た
前
行
を
利
用
し
て
、
・
晨
民
か
ら
繭
の
買
い

っ
け
に
あ
た
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
江
新
地
方
の
前
行
の
約
六
〇
%
が
製
糸

(
1
3
)

家
に
、
残
り
の
約
四
〇
%
が
繭
商
人
に
利
用
さ
れ
た
。

す
で
に
引
用
し
た
資
料
か
ら
、
製
糸
家
等
が
、
産
前
地
の
郷
紳
が
開
設
し
た

前
行
を
利
用
す
る
場
合
、
前
行
を
賃
借
り
す
る
形
態
と
、
前
行
に
南
の
買
い
つ

け
を
請
負
わ
せ
る
形
態
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
っ
と
も
前
行
に
つ
い

て
、
「
其
営
業
方
法
一
定
せ
ず
口
銭
賃
貸
料
等
も
亦
区
々
に
し
て
商
習
慣
複
雑

(
1
4
)

せ
り
」
と
い
わ
れ
、
実
際
の
菌
行
の
利
用
形
態
は
複
雑
で
あ
っ
た
。
そ
の
複
雑

さ
は
、
繭
行
の
請
負
の
範
囲
の
多
様
性
か
ら
生
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

製
糸
家
等
の
前
行
利
用
形
態
に
つ
い
て
は
、
ま
た
「
租
仕
」
、
「
包
娯
」
、
「
包

交
」
、
「
行
偶
」
と
い
っ
た
名
称
で
も
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
前
行
利
用

形
態
の
す
べ
て
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
や
め
、
上
海
の
製
糸
工
場
に
と
っ

て
最
大
の
原
料
繭
供
給
地
で
あ
っ
た
無
錫
を
中
心
と
し
た
地
域
に
普
及
し
た

「
租
址
」
と
「
包
焼
」
を
と
り
あ
げ
、
製
糸
家
と
前
行
の
関
係
の
特
徴
を
明
ら

(
1
5
)

か
に
し
て
お
き
た
い
。

と
く
に
生
糸
の
輸
出
状
況
や
菌
の
生
産
状
況
に
大
き
な
変
化
が
な
け
れ
ば
、

製
糸
家
等
は
二
月
か
三
月
頃
に
前
行
と
契
約
を
結
び
、
五
月
か
ら
六
月
に
か
け

て
の
春
繭
の
買
い
つ
け
に
そ
な
え
る
。
前
行
利
用
形
態
の
一
つ
で
あ
る
「
租
址
」

は
、
こ
の
名
称
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
製
糸
家
等
が
甫
行
の
名
義
と
設
伯
を
貸

コ
九



江
断
地
方
に
お
け
る
商
取
引
に
つ
い
て
(
曽
田
)

借
り
し
て
繭
の
買
い
つ
け
に
あ
た
る
形
態
で
あ
る
。
「
粗
仕
」
は
次
の
「
包
娯
」

に
比
較
す
る
と
、
繭
の
買
い
つ
け
に
お
け
る
製
糸
家
の
自
主
性
、
主
体
性
が
強

い
の
で
あ
る
が
、
前
行
は
決
し
て
単
な
る
名
義
と
設
備
の
賃
貸
人
で
は
な
か
っ

た
。
第
一
に
、
薗
行
は
賃
貸
し
し
た
製
糸
家
の
た
め
に
、
繭
の
蒐
集
匹
努
力
し

(
1
6
)
た
。
第
二
に
、
「
租
杜
」
契
約
の
要
点
の
一
つ
に
、
「
土
地
の
無
頼
漢
が
劣
等
菌
を

薗
行
に
押
売
し
或
は
之
に
関
し
て
騒
擾
を
醸
し
た
る
場
合
に
は
、
行
主
が
そ
の

賓
に
任
ず
る
こ
と
」
、
と
い
う
項
目
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
す
で
に
ふ
れ
る
と
こ

ろ
の
あ
っ
た
製
糸
家
の
甫
買
い
つ
け
に
対
す
る
産
前
地
の
各
種
買
い
つ
け
人
に

よ
る
妨
害
行
為
の
排
除
を
、
前
行
主
の
責
任
と
し
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
「
租
仕
」
契
約
に
お
け
る
こ
の
項
目
の
存
在
は
、
次
の
二
つ
の
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
第
一
に
、
上
海
の
製
糸
家
自
身
が
開
設
し
た
前
行

で
は
、
両
取
引
の
主
有
権
が
確
立
で
き
な
か
っ
た
。
學
一
に
、
従
っ
て
製
糸
家

は
、
か
わ
っ
て
前
行
を
開
設
す
る
よ
う
に
な
っ
た
産
薗
地
の
郷
紳
に
、
「
狙
杜
」

と
い
う
利
用
形
態
に
お
い
て
も
、
前
行
の
名
義
と
設
備
を
賃
借
り
す
る
だ
け
で

な
く
、
繭
の
買
い
つ
け
が
安
定
し
て
行
え
る
よ
う
な
客
観
的
な
諸
条
件
の
整
備

を
も
依
航
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

「
包
焼
」
も
、
製
糸
家
が
前
行
を
賃
借
り
し
て
い
る
点
で
は
「
租
址
」
と
共

通
す
る
が
、
繭
の
買
い
つ
け
や
乾
燥
に
あ
た
っ
て
、
前
行
の
請
負
に
ゆ
だ
ね
ら

れ
る
部
分
が
あ
る
点
で
相
達
し
て
い
る
。
前
行
が
請
負
う
部
分
は
、
細
ま
か
く

あ
げ
れ
ば
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
前
行
が
一
定
量
の
乾
菌

の
買
い
つ
け
の
実
現
を
請
負
う
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
は
菌
の

買
い
つ
け
過
程
の
一
切
が
菌
行
の
側
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で

は
な
い
。
買
い
つ
け
に
必
要
な
各
種
の
監
督
者
は
製
糸
家
側
が
派
遣
し
て
お

五
〇

り
、
前
行
の
請
負
と
い
う
の
は
、
一
定
量
の
乾
繭
が
製
糸
家
に
確
保
で
き
る
よ

う
に
菌
の
蒐
集
を
請
負
う
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。
名
義
お
よ
び
設
備
の
貸
与

と
こ
う
し
た
請
負
の
代
位
と
し
て
、
前
行
は
「
包
焼
料
」
と
称
さ
れ
る
手
数
料

を
得
て
い
た
。

.
「
租
仕
」
形
態
で
は
、
前
行
が
繭
の
蒐
集
に
努
力
し
、
ま
た
繭
取
引
が
安
定

し
て
行
え
る
よ
う
客
観
的
諸
条
件
を
整
備
す
る
と
い
っ
た
こ
と
に
お
い
て
、

「
包
焼
」
形
態
で
は
、
さ
ら
に
一
定
量
の
菌
の
買
い
つ
け
が
実
現
す
る
こ
と
を

前
行
が
請
負
う
こ
と
に
お
い
て
、
産
前
地
の
郷
紳
は
上
海
の
製
糸
家
が
原
料
菌

を
確
保
す
る
の
を
容
易
に
し
た
と
い
え
る
。
こ
の
点
が
、
製
糸
家
と
産
菌
地
郷

紳
の
開
設
し
た
前
行
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
第

一
の
点
で
あ
る
。

し
か
し
他
方
で
は
、
製
糸
家
の
前
行
を
利
用
し
た
遠
の
買
い
つ
け
に
つ
い

て
、
「
又
甲
乙
両
地
の
菌
価
に
依
り
て
転
々
閉
止
す
る
事
等
元
よ
り
意
の
ま
ま

に
之
を
行
ひ
安
き
を
買
ひ
高
き
を
倒
し
所
謂
莫
月
人
の
商
略
の
如
き
は
之
を
弄

(
1
7
)

す
る
能
は
ざ
る
な
り
」
と
.
一
般
的
に
苗
買
い
つ
け
に
お
け
る
製
糸
家
の
自
主

性
が
抗
わ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
具
体
的
に
、
「
阻
止
」
や
「
包
焼
」

の
契
約
に
即
し
て
み
て
も
、
昏
只
い
つ
け
に
お
い
て
響
邦
家
の
自
主
性
が
拘
束

さ
れ
る
面
が
多
々
あ
っ
た
。

「
租
杜
」
契
約
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一
度
契
約
を
結
ん
で
し
ま
う
と
、
た
と

え
都
合
に
ょ
っ
て
菌
の
買
い
つ
け
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
婁
糸
家
は
賃

借
料
を
支
払
わ
わ
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
し
な
い
と
、
西
行
の
団
体
-
-
後

に
と
り
あ
げ
る
前
菜
公
所
1
-
か
ら
翌
年
の
苗
行
の
借
り
入
れ
を
拒
絶
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
一
九
一
八
年
の
春
菌
の
出
回
を
ひ
か
え
て
、
第
一
次
大
戦
に
よ



る
船
舶
不
足
の
た
め
に
、
生
糸
輸
出
の
困
難
が
予
想
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
に
糸

苗
総
公
所
　
-
　
後
述
　
-
　
は
、
す
で
に
結
ば
れ
た
契
約
に
つ
い
て
、
製
糸
家
と

前
行
の
利
害
を
詞
垂
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
生
糸
輸
出
の
見
通

し
が
悪
く
て
今
年
の
春
苗
の
買
い
つ
け
を
中
止
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
な
条
件
で
製
糸
家
と
前
行
の
問
の
利
害
の
調
整
を
抜
か
ろ
う
と
し
た
。
「

製
糸
家
は
、
一
定
期
日
以
前
に
買
い
つ
け
中
止
を
百
行
に
通
知
し
、
協
議
す
る
。

二
、
契
約
は
無
効
と
せ
ず
翌
年
に
履
行
す
る
も
の
と
し
、
契
約
締
結
時
に
支
払

っ
た
賃
借
料
の
一
部
に
、
そ
の
額
に
か
か
わ
り
な
く
半
分
を
前
行
へ
の
手
当
と

(
1
8
)

し
、
半
分
は
翌
年
の
賃
借
料
の
一
部
と
す
る
。
買
い
つ
け
を
中
止
し
た
製
糸
家

は
、
賃
借
料
の
一
部
を
菌
行
に
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に

よ
っ
て
契
約
を
解
消
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
翌
年
の
春
繭
出
回
期
ま
で
拘
束
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
包
焼
」
　
の
場
合
、
製
糸
家
の
自
主
性
は
さ
ら
に
強
く
拘
束
さ
れ
た
。
「
包

焼
」
契
約
に
お
い
て
最
も
重
要
な
点
は
、
前
行
に
よ
る
菌
の
買
い
つ
け
請
負
量

と
手
数
料
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
こ
の
規
定
に
関
し
て
、
請
負
量
と
実
際
の

買
い
つ
け
量
に
差
違
が
あ
っ
た
時
に
問
題
が
生
じ
る
。
実
際
の
買
い
つ
け
は
、

製
糸
家
等
の
前
行
利
用
者
側
が
監
督
し
て
行
う
の
で
あ
る
が
、
も
し
前
行
の
請

負
量
よ
り
多
か
っ
た
場
合
、
そ
の
超
過
量
に
つ
い
て
前
行
の
一
担
当
り
の
手
数

料
は
割
引
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
割
引
率
は
四
%
程
度
の
も
の
で
し
か
な
い
。

従
っ
て
、
製
糸
家
例
が
多
量
の
南
を
買
い
つ
け
れ
ば
買
い
つ
け
る
ほ
ど
、
前
行

の
手
数
料
は
ふ
え
る
わ
け
で
、
前
行
側
で
は
繭
質
を
あ
ま
り
考
慮
す
る
こ
と
な

(
1
9
)

く
、
「
無
暴
な
る
買
入
」
を
は
か
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

反
対
に
、
前
価
の
騰
貴
や
不
作
等
の
事
情
で
買
い
つ
け
を
途
中
で
中
止
し
た

江
折
地
方
に
お
け
る
甫
取
引
に
つ
い
て
　
(
曽
田
)

場
合
は
、
買
い
不
足
量
に
つ
い
て
乾
燥
費
を
差
し
引
い
た
手
数
料
が
薗
行
に
支

払
わ
れ
わ
は
な
ら
な
か
っ
た
。
乾
燥
費
を
差
し
引
い
た
手
数
料
は
、
原
額
の
七

十
数
バ
ー
セ
ソ
ト
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
薗
行
利
用
の
契
約
締
結
か
ら
買
い

つ
け
開
始
の
三
か
月
程
度
の
問
に
、
生
糸
の
輸
出
を
め
ぐ
る
状
況
に
変
化
が
あ

っ
た
り
、
苗
価
が
高
騰
し
た
り
し
て
製
糸
家
が
繭
の
買
い
つ
け
を
手
び
か
え
た

場
合
、
製
糸
家
は
大
へ
ん
な
損
失
を
こ
う
む
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
「
租
仕
」
に

し
ろ
「
包
焼
」
に
し
ろ
、
製
糸
家
と
前
行
の
関
係
は
、
.
前
者
に
非
常
に
不
利
な

も
の
に
な
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
一

製
糸
家
と
前
行
の
分
離
、
産
前
地
郷
紳
の
前
行
開
設
へ
の
進
出
は
甫
行
の
開

設
数
を
増
加
さ
せ
、
ま
た
日
清
戦
争
直
後
ま
で
み
ら
れ
た
商
取
引
へ
の
妨
害
行

為
を
排
除
す
る
、
あ
る
い
は
一
定
量
の
繭
の
買
い
つ
け
の
実
現
を
請
負
う
と
い

っ
た
こ
と
に
お
い
て
、
製
糸
家
の
菌
買
い
つ
け
を
比
較
的
容
易
に
し
た
。
し
か

し
反
面
で
は
、
前
行
利
用
の
形
態
に
よ
っ
て
強
弱
は
あ
る
も
の
の
、
産
前
地
郷

紳
の
前
行
に
ょ
っ
て
繭
買
い
つ
け
に
お
け
る
製
糸
家
の
自
主
性
が
阻
害
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

註
(
l
)
　
峰
村
書
蔵
『
清
国
蚕
糸
業
大
観
』
一
九
〇
四
年
一
四
六
頁
。

(
2
)
　
根
岸
借
『
清
国
商
業
綜
覧
』
第
五
巻
一
九
〇
八
年
　
四
四
二
頁
。
.

(
3
)
　
鴻
巣
久
『
支
那
蚕
業
之
研
究
』
一
九
一
九
年
一
八
八
頁
。

(
4
)
　
『
大
観
』
　
〓
ハ
二
頁
。

(
5
)
　
晨
商
務
省
生
糸
検
査
所
(
紫
藤
章
)
『
清
国
蚕
糸
業
一
斑
』
一
九
け

一
年
　
{
〇
六
-
一
〇
七
頁
。

(
6
)
　
『
大
観
』
　
〓
ハ
二
頁
。

五
-



(
7
)

(
8
)

(
9
)

(
1
0
)

(
1
1
)

(
1
2
)

(
1
3
)

(
1
4
)

(
1
5
)

(
1
6
)

(
1
7
)

(
1
8
)

(
1
9
)

江
折
地
方
に
お
け
る
商
取
引
に
つ
い
て
(
曽
田
)

堀
江
英
一
「
中
支
に
お
け
る
産
前
処
理
の
形
態
」
『
東
亜
研
究
所
第

六
調
査
委
員
会
第
一
二
回
調
査
報
告
会
調
査
報
告
』
　
(
一
九
四
二
年
)
所

収
。東
亜
研
究
所
『
経
済
に
関
す
る
支
那
慣
行
調
査
報
告
書
』
　
-
支
那

蚕
糸
業
に
お
け
る
取
引
慣
行
　
-
　
一
九
四
四
年
　
四
一
頁
。

貴
商
務
省
蚕
業
試
験
場
　
(
河
西
大
桶
)
　
『
支
那
蚕
業
視
察
報
告
書
』

一
九
一
六
年
　
二
二
-
二
三
頁
。

蚕
糸
業
同
業
組
合
中
央
会
『
支
部
蚕
糸
業
の
大
路
進
』
　
一
九
二
九

年
一
一
1
一
二
頁
。

(
8
)
に
同
じ
。

『
清
国
蚕
糸
業
一
斑
』
二
一
六
頁
、
『
朝
鮮
支
那
蚕
糸
業
概
観
』
二
一

一頁。東
亜
研
究
所
『
支
那
製
糸
業
に
関
す
る
一
資
料
』
一
九
四
二
年
　
二

四
各東
亜
同
文
会
調
査
編
基
部
『
支
那
工
業
綜
覧
』
一
九
三
一
年
一
五

九
頁
。「
狙
仕
」
お
よ
び
「
包
焼
」
に
関
す
る
記
述
は
、
と
く
に
「
註
」
を

つ
け
な
い
限
り
、
『
大
観
』
(
一
七
六
-
一
七
九
頁
)
に
よ
っ
て
い
る
。

東
亜
研
究
所
『
支
部
蚕
糸
業
研
究
』
一
九
四
三
年
　
〓
一
貫
。

.

.
『
支
部
蚕
業
之
研
究
』
一
八
八
頁
。

『
時
報
』
一
九
一
八
年
四
月
一
九
日
。

『
大
観
』
.
一
八
二
頁
。
こ
の
場
合
に
問
題
に
な
る
の
は
、
実
際
の
苗

買
い
つ
け
に
お
け
る
歯
質
の
鑑
定
や
秤
量
に
つ
い
て
重
要
な
役
割
を
は

五
二

た
す
「
秤
手
」
が
、
前
行
側
の
人
員
で
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ

ん
製
糸
家
例
は
歯
質
の
鑑
定
や
秤
量
に
関
す
る
監
督
者
を
派
遣
し
て
は

い
た
が
、
短
期
に
集
中
し
て
行
わ
れ
る
繭
の
買
い
つ
け
に
お
い
て
厳
密

な
監
督
は
困
難
で
あ
っ
た
。

三
　
糸
南
総
公
所
の
成
立
と
菌
行
の
開
設
規
制

江
漸
地
方
の
繭
行
数
は
.
年
と
と
も
に
増
加
し
て
い
っ
た
。
茹
行
数
の
増
加

の
過
程
を
無
錫
を
中
心
に
お
っ
て
み
る
と
、
一
八
九
五
年
の
薗
行
数
は
四
、
五

(
1
)

〇
で
あ
っ
た
が
、
一
八
九
七
年
に
は
一
一
七
、
八
を
数
え
、
一
九
一
〇
年
頃
に

は
無
錫
一
県
で
一
四
〇
の
前
行
が
あ
り
、
近
辺
の
武
進
と
江
陰
の
二
県
の
菌
行

(
2
)

数
を
あ
わ
せ
る
と
二
五
〇
に
及
ん
だ
。
一
九
一
〇
年
代
中
頃
に
は
、
無
錫
一
県

で
二
二
〇
前
後
の
菌
行
が
開
設
さ
れ
て
お
り
、
一
九
一
〇
年
頃
の
約
一
・
五
七

倍
に
増
加
し
、
三
県
の
菌
行
数
を
合
計
す
る
と
三
五
〇
前
後
で
あ
り
、
約
一
・

(
3
)

四
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
乾
燥
設
備
を
そ
な
え
た
苗
行
の
開
設
数
が
増
加
し
た

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
付
属
し
て
生
首
の
買
い
つ
け
に
あ
た
る
分
荘
も
広
乾
に

開
設
さ
れ
た
。
あ
る
資
料
に
よ
れ
ば
、
各
苗
行
は
通
常
一
五
、
六
の
分
荘
を
も

(
.
'
)

っ
て
い
た
。

苗
行
の
広
範
な
開
設
に
つ
れ
て
、
苗
取
引
は
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
た
。
一
九

一
〇
年
代
の
無
錫
等
の
地
方
で
は
、
遠
行
の
開
設
に
つ
れ
て
苗
取
引
が
盛
ん
に

な
り
、
従
来
み
ら
れ
た
農
民
の
産
経
製
糸
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
て
し
ま
っ

た
。
も
っ
と
も
、
百
行
の
開
設
数
に
は
か
な
り
の
地
域
的
偏
差
が
あ
り
、
良
質

の
座
繰
糸
産
地
と
し
て
た
が
い
伝
統
を
も
つ
苗
州
で
は
、
同
じ
時
期
に
遠
の
大

(
5
)

部
分
は
経
線
製
糸
の
原
料
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
。



苗
行
数
の
増
加
に
つ
れ
て
、
主
要
な
産
前
地
に
お
い
て
前
行
の
組
織
化
が
始

ま
っ
た
。
百
行
の
組
織
化
は
、
一
九
〇
〇
年
に
ま
ず
無
錫
と
紹
興
に
京
菜
公
所

が
開
設
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
一
県
あ
る
い
は
二
、
三
県
ご
と
に

(
6
)

遠
菜
公
所
が
開
設
さ
れ
た
。
前
菜
公
所
の
創
設
目
的
に
つ
い
て
は
、
養
蚕
農
民

が
で
き
る
だ
け
高
値
で
百
を
売
ろ
う
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
「
各
地
南
行
ハ

五
二
相
協
同
シ
テ
、
大
二
割
高
ノ
苗
ヲ
買
フ
コ
ト
ヲ
避
ク
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
収

買
ヲ
技
ウ
テ
苗
価
ノ
暴
能
ヲ
釆
シ
、
以
テ
一
般
ノ
不
利
ヲ
招
ク
ガ
如
キ
コ
ト
ナ

(
7
)

カ
ラ
ソ
コ
ト
ヲ
琅
ム
」
　
(
読
点
は
筆
者
)
　
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
商
業
公
所
の

創
設
目
的
は
苗
の
高
値
で
の
買
い
つ
け
を
避
け
る
た
め
に
、
協
同
し
て
養
蚕
農

民
に
対
処
す
る
と
同
時
に
、
買
手
側
の
競
争
を
排
除
す
る
こ
と
に
も
あ
っ
た
。

従
っ
て
、
「
其
の
之
れ
　
(
前
菜
公
所
　
-
　
富
者
)
　
に
加
盟
せ
ざ
る
者
は
業
務
を

(
8
)

執
る
こ
と
を
禁
じ
」
る
必
要
が
あ
っ
た
。

苗
菜
公
所
の
創
設
は
、
十
分
な
乾
燥
設
備
を
も
つ
本
来
の
前
行
を
そ
の
構
成

員
と
し
て
、
苗
の
買
い
つ
け
に
あ
た
っ
て
協
同
し
て
養
蚕
農
民
に
対
処
す
る
と

同
時
に
、
構
成
員
以
外
の
も
の
の
菌
の
買
い
つ
け
へ
の
参
加
を
排
除
し
、
養
蚕

良
民
お
よ
び
養
蚕
良
民
と
前
行
の
問
で
活
動
す
る
各
種
の
崩
の
買
い
つ
け
人
に

対
し
て
、
商
取
引
に
お
け
る
繭
行
の
主
導
権
を
確
立
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も

の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
日
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、
毎
年
の
仕
事
と

し
て
、
商
業
公
所
で
は
繭
の
計
量
に
使
う
秤
を
統
一
し
、
繭
の
買
い
つ
け
開
始

日
と
買
い
つ
け
最
高
価
格
を
協
定
し
て
、
繭
の
取
引
を
統
制
し
た
。
ま
た
、
こ

れ
は
江
蘇
省
の
前
菜
公
所
の
み
に
つ
い
て
い
え
る
こ
と
だ
が
、
地
方
行
政
当
局

(
9
)

に
対
し
て
菌
掴
の
納
入
を
請
負
っ
て
い
た
。

毎
年
の
甫
価
の
協
定
に
あ
た
っ
て
は
、
.
春
繭
の
買
い
つ
け
時
期
が
近
づ
く

江
折
地
方
に
お
け
る
繭
取
引
に
つ
い
て
(
曽
田
)

(

1

0

)

　

　

　

　

　

　

　

　

(

1

1

)

と
、
商
業
公
所
の
「
組
合
員
」
す
な
わ
ち
前
行
の
「
東
家
」
が
公
所
に
集
ま
っ

て
協
議
し
た
。
繭
価
の
協
定
は
、
そ
の
年
の
製
糸
家
と
外
国
商
社
の
生
糸
の
先

(
1
2
)

物
売
買
の
状
況
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
。
覇
業
公
所
に
ょ
る
繭
買
い
つ
け
価
格

の
協
定
は
、
生
糸
の
生
産
に
必
要
な
経
費
の
総
計
に
占
め
る
原
料
繭
費
の
割
合

が
非
常
に
高
い
こ
と
も
あ
り
、
製
糸
家
に
と
っ
て
有
利
に
作
用
す
る
一
面
を
も

っ
て
い
た
。
あ
る
新
聞
記
事
は
、
「
近
年
来
、
各
工
場
で
は
繭
を
買
い
つ
け
る

時
に
、
前
菜
公
所
に
ゆ
だ
ね
て
菌
価
を
協
定
さ
せ
、
勝
手
に
借
を
つ
膏
あ
げ
み

だ
り
に
買
い
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
し
た
。
こ
れ
よ
り
、
製
糸
は
い

(
1
3
)

ず
れ
も
利
益
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
、
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
同
時
に
、
前
菜
公
所
に
ょ
る
繭
価
の
協
定
は
、
製
糸
家
の
前
買
い
つ
け

に
お
け
る
自
主
性
を
損
う
面
を
も
っ
て
い
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

商
業
公
所
の
創
設
に
つ
ず
い
て
、
一
九
〇
九
年
に
は
江
蘇
省
と
新
江
省
の
商

業
公
所
と
製
糸
家
が
適
合
し
て
上
海
に
糸
繭
総
公
所
を
設
立
し
、
つ
い
で
一
九

二
二
年
、
安
微
省
の
商
業
公
所
の
参
加
に
と
も
な
っ
て
、
そ
れ
が
江
漸
院
糸
底

(
1
4
)

商
業
総
公
所
と
改
称
し
た
。
改
称
の
前
と
後
で
組
織
の
性
格
に
大
き
な
変
化
は

な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
と
も
に
糸
繭
総
公
所
と
称
す
る
。
糸
繭
総
公
所

の
役
員
を
選
ぶ
権
利
は
、
製
糸
家
に
は
経
常
益
数
に
応
じ
て
、
前
菜
公
所
に
は

所
属
繭
行
数
に
応
じ
て
あ
た
え
ら
れ
て
い
た
。
糸
繭
総
公
所
の
成
立
に
は
、
前

菜
公
所
の
上
部
団
体
と
し
て
三
省
の
繭
業
公
所
を
統
括
す
る
組
織
の
成
立
と
い

う
意
味
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

糸
前
総
公
所
の
仕
事
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
。
外
国
商
社
と
の
生
糸
取

引
、
製
糸
女
工
の
賃
金
協
定
、
繭
取
引
な
ど
に
関
す
る
仕
事
を
行
い
、
必
要
に

応
じ
て
生
糸
の
輸
出
に
あ
た
る
外
国
商
社
の
団
体
で
あ
る
外
人
生
糸
協
会
や
省

五
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江
漸
地
方
に
お
け
る
甫
取
引
に
つ
い
て
(
曽
田
)

行
政
当
局
と
交
渉
し
た
。
商
取
引
に
関
す
る
仕
事
に
つ
い
て
、
糸
蘭
総
公
所
の

(
1
5
)

「
章
程
」
に
は
、
前
菜
公
所
の
仕
事
と
か
さ
な
る
よ
う
な
項
目
も
あ
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
薗
価
の
協
定
等
は
特
別
の
事
情
が
な
い
か
ぎ
り
各
地
の
商
業
公
所
に

ま
か
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
糸
薗
総
公
所
が
実
際
に
行
っ
た
仕
事
を
み

る
と
、
主
要
に
は
、
菌
行
に
よ
る
商
取
引
へ
の
保
護
、
援
助
に
つ
い
て
、
各
前

菜
公
所
で
は
担
当
で
き
な
い
レ
ベ
ル
の
行
政
当
局
と
の
交
渉
に
あ
た
っ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
菌
の
取
引
が
円
滑
に
実
現
す
る
よ
う
に
、
繭
の
買
い
つ
け
開

始
に
さ
き
だ
っ
て
、
五
月
末
か
ら
六
月
に
か
け
て
の
数
十
日
間
、
乾
菌
の
上
海

鍔
輸
送
の
た
め
に
特
別
の
汽
車
を
走
ら
せ
る
よ
う
混
寧
鉄
道
の
管
理
局
に
交

渉
し
、
ま
た
三
省
の
行
政
当
局
に
、
軍
隊
や
警
察
の
派
遣
に
よ
る
購
菌
資
金
と

乾
繭
の
輸
送
の
保
璋
繭
行
以
外
の
菌
の
買
い
つ
け
人
の
活
動
の
弾
圧
を
要

請
す
る
な
ど
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
江
新
地
方
全
体
に
繭
行
数
の
増
加
は
一
九
一
〇
年
代
中
頃
に
頂

点
に
達
し
、
そ
の
後
は
停
滞
的
な
状
態
に
お
ち
い
っ
た
。
た
と
え
ば
無
錫
に
つ

い
て
み
る
と
、
一
九
一
〇
年
代
中
頃
に
す
で
に
二
二
〇
近
い
前
行
が
あ
っ
た

(
1
8
)

が
、
一
九
二
一
年
に
は
二
一
八
、
一
九
二
六
年
で
も
二
二
三
の
前
行
し
か
存
在

(
1
9
)

し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
一
九
一
〇
年
代
中
頃
以
降
、
何
ら
か
の
理
由
に

よ
っ
て
前
行
の
開
設
が
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
.

前
行
の
開
設
規
制
の
要
求
は
、
座
練
糸
取
引
と
菌
取
引
と
の
対
抗
の
深
化
と

と
も
に
お
き
た
。
一
九
二
一
年
頃
か
ら
、
座
練
糸
を
取
り
あ
つ
か
う
絹
織
物
業

関
係
者
の
団
体
で
あ
る
江
新
田
投
機
織
連
合
会
は
、
前
行
の
開
設
規
制
を
要
求

(
2
0
)

し
始
め
、
糸
甫
総
公
所
と
対
立
し
た
。
そ
の
後
、
杭
州
、
嘉
興
、
南
京
等
の
糸

商
や
絹
織
物
商
も
あ
い
つ
い
で
前
行
の
開
設
規
制
を
要
求
し
た
が
、
一
九
一
五

五
四

年
に
な
っ
て
「
前
行
取
締
暫
行
条
例
」
　
-
　
以
下
、
「
条
例
」
と
略
す
ー
1
と

い
う
、
前
行
の
開
設
を
規
制
す
る
法
令
が
制
定
さ
れ
た
。
一
九
一
五
年
の
「
条

例
」
の
成
立
に
つ
い
て
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
の
原
案
の
作
成

者
が
糸
繭
総
公
所
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

糸
繭
総
公
所
が
前
行
の
開
設
規
制
に
の
り
出
し
た
理
由
に
つ
い
て
の
検
討
は

あ
と
に
ま
わ
す
と
し
て
、
ま
ず
、
糸
菌
総
公
所
が
原
案
を
作
成
し
て
制
定
さ
れ

た
、
「
条
例
」
の
内
容
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
「
条
例
」
に
は
江
蘇
省
の
も
の
と

.
漸
江
省
の
も
の
が
あ
り
、
内
容
は
相
達
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
漸
江
省
の
「
条

例
」
に
つ
い
て
は
詳
し
い
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
が
上
海
の
製
糸

工
場
へ
の
主
要
な
原
料
繭
供
給
地
は
江
蘇
省
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は

(
2
1
)

そ
の
「
条
例
」
を
紹
介
し
て
お
け
ば
よ
か
ろ
う
。

江
蘇
省
わ
「
条
例
」
は
二
条
か
ら
な
っ
て
い
る
。
第
一
条
の
内
容
に
つ
い
て

整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
0
、
一
九
一
五
年
か
ら
五
年
間
、
す
で
に

五
行
以
上
の
前
行
が
開
設
さ
れ
て
い
る
県
で
は
、
こ
れ
以
上
の
百
行
の
増
設
を

認
め
な
い
。
肖
、
五
行
未
溝
の
県
で
は
、
江
撃
、
呉
県
、
呉
江
、
そ
の
他
の
計

六
県
に
つ
い
て
別
に
制
限
を
設
け
る
以
外
は
、
五
行
ま
で
の
前
行
の
開
設
を
許

可
す
る
。
肖
、
い
ま
だ
養
蚕
業
の
普
及
し
て
い
な
い
県
に
つ
い
て
、
今
後
前
行

を
開
設
す
る
場
合
、
五
行
を
限
度
に
開
設
を
認
め
る
。
伺
、
既
設
の
百
行
は
、

今
後
、
乾
燥
設
備
を
増
設
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。

第
二
条
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
q
こ
れ
ま
で
に
牙

帖
の
交
付
を
う
け
た
も
の
で
、
ま
だ
乾
燥
設
備
を
設
筐
し
て
い
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
営
業
を
許
可
し
な
い
。
⇔
、
百
行
を
開
設
す
る
場
合
、
そ
の

地
の
商
家
あ
る
い
は
同
業
者
二
家
の
保
証
が
必
要
で
、
糸
南
紀
公
所
を
と
お
し



て
許
可
証
の
交
付
を
申
請
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
条
例
」
は
第
一
条
で
、
主
要
に
百
行
の
開
設
数
の
両
か
ら

規
制
を
く
わ
え
、
第
二
条
で
、
乾
燥
設
備
の
設
匿
と
い
う
菌
行
と
し
て
の
要
件

や
、
開
設
認
可
の
申
請
手
続
き
の
両
か
ら
規
制
を
く
わ
え
て
い
る
。

糸
西
紀
公
所
が
西
行
の
開
設
規
制
に
の
り
出
す
に
い
た
る
に
は
、
糸
嵐
や
絹

織
物
商
の
官
庁
を
と
お
し
て
の
要
求
が
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
だ

が
外
部
か
ら
の
要
求
だ
け
で
、
糸
菌
総
公
所
は
規
制
に
の
り
出
し
た
わ
け
で
は

な
い
。
糸
苛
総
公
所
が
百
行
の
開
設
規
制
に
の
り
出
し
た
理
由
の
一
つ
と
し

て
、
「
菌
行
の
濫
設
を
以
て
既
設
前
行
の
特
権
を
毀
傷
す
る
を
慮
る
所
」
が
あ

(
2
2
)

っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
甫
行
の
開
設
数
は
無
錫
を
中
心
と
し
た
地
域

に
多
か
っ
た
が
、
菌
行
数
の
多
少
は
明
ら
か
に
前
行
主
の
利
害
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
た
。
無
錫
の
よ
う
な
菌
行
数
の
多
い
地
方
の
「
租
杜
」
契
約
に
お
け
る

賃
貸
料
は
・
甫
行
数
の
少
な
い
地
方
の
半
分
程
度
で
し
か
な
か
垂
「
包
腿

料
」
に
つ
い
て
も
、
宜
興
や
預
陽
で
は
乾
甫

た
の
に
対
し
、
無
錫
で
は
一
二
元
内
外
で
あ
つ.、一一・一

た怒担
0　に
つ

き

八
元
程
度
で
あ
っ

糸
苗
総
公
所
が
前
行
の
開
設
規
制
に
の
り
出
し
た
の
は
、
一
部
地
域
の
繭
行

数
の
過
剰
の
た
め
だ
け
か
ら
で
は
な
か
っ
た
。
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
「
条
例
」

の
第
二
条
に
関
連
し
て
い
る
。
製
糸
家
の
原
料
薗
買
い
つ
け
は
、
大
部
分
が
前

行
制
度
に
基
礎
を
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の

他
の
買
い
つ
け
方
法
が
ま
っ
た
く
と
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
前

行
を
と
お
し
て
買
い
つ
け
る
方
法
以
外
に
、
「
居
買
」
　
の
方
法
-
産
前
地
の

製
糸
工
場
の
み
　
ー
　
や
小
仲
買
人
を
と
お
し
て
買
い
つ
け
る
方
法
も
と
ら
れ
て

(
2
5
)

い
た
。
「
店
員
」
の
実
例
は
、
杭
州
で
絹
織
兼
業
で
操
業
し
て
い
た
緯
成
公
司

江
折
地
方
に
お
け
る
商
取
引
に
つ
い
て
(
曽
田
)

に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
緯
成
公
司
で
は
、
工
場
に
お
い
て
養
蚕
農
民

(
2
6
)

か
ら
直
接
に
、
比
較
的
高
値
で
生
前
を
買
い
入
れ
て
い
た
。

前
行
が
薗
取
引
の
主
導
権
を
掌
握
し
て
い
く
な
か
で
、
日
清
戦
争
前
後
に
各

種
の
名
称
で
知
ら
れ
た
菌
の
買
い
つ
け
人
た
ち
は
、
前
行
の
組
織
の
な
か
に
菌

(
2
7
)

の
蒐
条
人
と
し
て
く
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
前
行
が
、
養
蚕
農
民
を
掌

握
す
る
た
め
に
分
荘
を
各
処
に
開
設
す
る
に
お
よ
ん
で
、
あ
ら
た
な
問
題
が
生

じ
た
。
す
な
わ
ち
分
荘
が
広
範
に
開
設
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
そ
れ
に
か
た
ち
を

似
せ
て
あ
る
種
の
牙
帖
の
交
付
を
う
け
て
も
乾
燥
設
備
は
設
置
せ
ず
、
生
繭
を

買
い
つ
け
て
は
そ
の
ま
ま
売
り
さ
ば
く
よ
う
な
、
「
小
坂
」
等
の
名
称
で
よ
ば

(
2
8
)

れ
る
人
た
ち
が
出
現
し
た
。

。
。
で
は
。
れ
ら
の
人
た
ち
語
)
「
地
方
孟
芸
家
ヲ
駆
ケ
廻
リ
テ
多
少
買

集
メ
タ
ル
時
ハ
直
チ
ニ
之
レ
ヲ
売
却
」
す
る
小
仲
買
人
と
総
称
し
て
お
く
。
小

仲
買
人
の
特
徴
は
、
昏
燥
設
備
を
設
置
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
り
、
従
っ
て
い

う
ま
で
も
な
く
、
前
菜
公
所
の
買
い
つ
け
開
始
日
、
買
い
つ
け
最
高
価
格
の
協

定
と
い
っ
た
取
引
統
制
の
外
で
活
動
し
て
い
た
。
前
菜
公
所
や
糸
菌
総
公
所

は
、
取
扱
乾
繭
量
を
基
準
に
し
て
各
前
行
が
負
担
す
る
経
費
に
ょ
っ
て
維
持
さ

れ
て
お
り
、
乾
燥
設
備
を
有
す
る
本
来
の
前
行
し
か
構
成
員
と
し
て
扱
っ
て
い

な
か
っ
た
。

糸
繭
総
公
所
で
は
二
九
一
一
年
に
薗
行
に
対
し
て
分
荘
の
増
譚
漕
す

る
な
ど
し
て
、
小
仲
買
人
の
商
取
引
か
ら
の
排
除
を
は
か
っ
て
い
た
が
、
財
政

上
の
理
由
か
ら
地
方
行
政
当
局
に
牙
帖
を
澄
発
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
な
か
な
か
実
効
が
あ
が
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
小
仲
買
人
の
問

題
を
法
的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
「
条
例
」
の
琴
一
条
の
色
目
で
あ
る
。

五
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江
新
地
方
に
お
け
る
南
取
引
に
つ
い
て
(
曽
田
)

「
条
例
」
の
琴
一
条
に
お
い
て
、
繭
行
と
し
て
の
要
件
、
す
な
わ
ち
養
蚕
農
民

か
ら
繭
の
買
い
つ
け
に
従
事
す
る
も
の
の
一
つ
の
要
件
と
し
て
、
乾
燥
設
備
の

設
置
が
明
確
に
規
定
さ
れ
た
こ
と
に
ょ
っ
て
、
小
仲
買
人
は
甫
取
引
へ
の
参
加

を
法
的
に
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
小
仲
買
人
の
繭
取
引
か
ら
の

排
除
を
現
実
の
も
の
に
す
る
た
め
に
、
行
政
当
局
に
よ
る
牙
帖
の
濫
発
傾
向
を

抑
え
る
と
い
う
意
味
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
牙
帖
発
行
の
申
請
に
つ
い
て
は
糸
甫

総
公
所
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
条
例
」
の
第
二
条
に
あ
る
前
行
開
設
の
申
請
手
折
に
関
す
る
規
定
は
、
一

九
一
〇
年
代
の
後
半
以
降
、
実
際
に
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
一
〇

年
代
後
半
に
お
け
る
前
行
開
設
認
可
の
手
続
に
つ
い
て
、
「
江
蘇
、
折
江
、
安

散
の
三
省
に
於
て
は
前
購
入
所
を
前
行
と
称
し
、
之
れ
が
設
置
は
凡
て
官
書
心
の

許
可
を
要
す
る
も
の
と
し
、
許
可
は
予
め
商
業
公
所
(
同
業
組
合
の
如
き
団
体
)

の
承
認
を
経
て
県
知
事
之
れ
を
行
ひ
、
免
許
証
(
牙
帖
)
を
交
付
す
」
と
さ
れ

.
(
3
1
)

て
い
菟
こ
の
一
九
一
〇
年
代
後
半
の
前
行
開
設
認
可
手
続
の
実
状
は
、
前
行

開
設
の
認
可
が
実
質
的
に
は
各
地
の
前
菜
公
所
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
▼

.
「
条
例
」
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
糸
前
総
公
所
を
と
お
し
て
前
行
開
設
の
申
請

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
実
状
を
あ
わ
せ
考
え
る
な
ら
、
各

産
前
地
の
状
態
に
即
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
商
業
公
所
で
菌
行
開
設
の
申
請
者
を

選
択
し
、
そ
の
結
果
を
糸
甫
総
公
所
を
と
お
し
て
省
行
政
当
局
に
提
出
し
、
県

当
局
の
手
を
へ
て
牙
帖
の
交
付
を
う
け
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

一
九
一
〇
年
代
後
半
に
み
ら
れ
る
西
行
開
設
認
可
の
手
続
の
状
態
は
、
「
条

例
」
が
成
立
し
た
一
九
一
五
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
が
、
他
の
資
料
に
よ
っ
て

五
六

も
確
認
で
き
る
。
一
九
一
六
年
発
行
の
雑
誌
『
支
那
』
に
は
、
「
昨
年
以
来
薗
行

が
同
業
者
間
の
競
争
を
避
け
む
が
為
吟
、
以
前
は
一
枚
の
鑑
札
を
以
て
各
地
に

分
行
を
開
き
待
た
る
を
改
め
て
、
自
家
用
乾
繭
所
を
有
せ
ざ
る
も
の
は
前
行
を

マ
マ閃
き
て
繭
の
買
入
れ
を
な
す
こ
と
を
禁
じ
、
且
つ
鑑
札
は
前
業
公
所
の
証
明
な

(
3
2
)

き
者
に
下
付
せ
ざ
る
こ
と
と
な
し
…
…
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

こ
の
上
ぅ
に
、
l
九
一
五
年
以
降
、
前
菜
公
所
や
糸
苗
総
公
所
は
実
質
上
の

前
行
開
設
の
認
可
権
を
狂
得
す
る
と
と
も
に
、
『
支
那
』
　
の
記
述
に
も
う
か
が

え
る
よ
う
に
、
「
条
例
」
　
に
あ
る
乾
燥
設
備
設
匿
の
規
定
を
利
用
し
て
、
小
仲

買
人
の
商
取
引
か
ら
の
排
除
に
具
体
的
に
着
手
し
て
い
っ
た
。
一
九
一
五
年
、

仲
間
う
ち
の
前
行
に
分
荘
の
開
設
を
あ
ら
た
め
て
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
糸
苗

総
公
所
は
、
も
と
も
と
分
荘
の
開
設
に
あ
た
っ
て
交
付
を
う
け
て
い
た
も
の

で
、
そ
の
後
、
苗
の
乾
燥
設
備
を
所
持
せ
ず
生
首
の
売
買
の
み
に
あ
た
る
小
仲

買
人
も
交
付
を
う
け
て
い
た
、
「
無
竃
之
苗
帖
」
と
か
「
短
期
之
憑
証
」
と
い
わ

(封)

れ
る
牙
帖
の
発
行
を
や
め
る
よ
う
、
行
政
当
局
に
要
求
し
て
い
る
。

「
条
例
」
の
制
定
に
よ
っ
て
、
苗
行
数
の
増
加
に
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
、
ま

た
小
仲
買
人
は
甫
取
引
か
ら
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
他
方
で
は
、
「
条

例
」
が
制
定
さ
れ
た
同
じ
年
に
、
糸
苗
総
公
所
は
す
で
に
交
付
さ
れ
て
い
る
苗

帖
の
書
き
か
え
を
行
い
、
「
永
遠
執
業
憑
証
」
　
と
す
る
こ
と
を
財
政
部
に
請
葛

(
封
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
訴
)

し
、
二
〇
年
間
の
営
業
権
が
保
障
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
・
。
「
条
例
」
の
制
定
に

加
え
て
、
こ
の
よ
う
な
既
設
百
行
へ
の
営
業
権
の
固
定
化
は
、
ま
さ
に
「
少
数

(お)

資
金
厚
き
前
行
が
市
場
を
琶
断
」
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

私
の
知
る
限
り
、
前
行
の
開
設
規
剖
問
題
に
つ
い
て
、
製
糸
家
の
独
自
の
行

動
は
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
百
行
の
利
益
書
証
と
首
取
引
の
民
剖
経



拝
を
第
一
に
考
え
た
前
行
の
開
設
規
制
は
、
製
糸
家
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
結

果
を
も
た
ら
す
。
第
一
に
、
分
荘
開
設
の
禁
止
、
前
行
開
設
の
制
限
接
、
甫
坂

引
の
普
及
に
限
界
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
、
苗
行
数
の
制
限
と
既
設

百
行
の
営
業
の
特
権
化
は
、
製
糸
家
の
甫
行
に
対
す
る
関
係
を
さ
ら
に
不
利
に

す
る
。
前
行
制
度
に
お
け
る
百
行
の
利
用
形
態
や
甫
価
の
協
定
に
、
原
料
菌
買

い
つ
け
に
関
す
る
製
糸
家
の
自
主
性
を
抗
う
面
が
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ

た
が
、
行
政
当
局
の
支
援
を
得
た
菌
行
の
開
設
規
制
は
.
全
体
と
し
て
、
甫
行

制
度
に
内
在
す
る
こ
の
面
を
強
く
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ

え
ノ
0

(
6
)

(
7
)

(
8
)

(
9
)

(
1
0
)

(　　(　　(　　(

14131211
)　　　　　)　　　　　)　　　　　)

第
三
巻
所
収
)
　
に
ょ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
大
観
』
三
九
七
頁
。

『
清
国
商
業
綜
覧
』
第
五
巻
　
四
五
五
頁
。

『
清
国
蚕
糸
栗
〓
巴
一
〇
三
頁
。

『
清
国
商
業
綜
覧
』
第
五
巻
　
四
五
六
頁
。

『
清
国
蚕
糸
業
一
斑
』
一
〇
四
頁
。

(
7
)
に
同
じ
。

『
大
観
』
二
二
一
頁
。

『
時
報
』
一
九
一
五
年
二
月
一
九
日
。

(
6
)
に
同
じ
が

註
(
1
)
　
鈴
木
論
文
。

(
2
)
　
『
清
国
蚕
糸
業
一
斑
』
一
一
一
頁
。

(
2
)
一
九
一
〇
年
代
中
頃
の
江
済
両
省
各
県
の
菌
行
数
は
、
以
下
の
資
料

に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
支
部
蚕
業
視
察
報
告
書
』
　
二
七
-

五
八
頁
。
『
支
部
蚕
糸
業
の
将
来
』
(
臨
時
産
業
調
査
局
調
査
資
料
第
一

七
号
)
一
九
一
八
年
一
三
八
-
一
四
〇
頁
。
晨
商
務
省
農
務
局
(
松

下
軍
二
朗
)
『
支
部
製
糸
業
調
査
復
命
書
』
一
九
二
一
年
　
九
一
-
九

三
頁
。

(
4
)
　
『
清
国
事
情
』
∵
第
二
輯
　
七
〇
頁
。

(
5
)
　
『
支
那
蚕
糸
業
の
将
来
』
九
八
-
九
九
頁
。
無
錫
等
の
地
方
の
商
取

引
の
盛
ん
な
模
様
に
つ
い
て
は
、
小
島
淑
男
「
一
九
一
〇
年
代
に
お
け

る
江
南
の
員
村
社
会
」
　
(
『
東
洋
史
研
究
』
第
三
二
巻
四
号
)
　
や
、
同

「
地
主
制
と
晨
民
層
分
解
」
(
野
沢
・
田
中
編
『
講
座
中
国
近
現
代
史
』

江
新
地
方
に
お
け
る
商
取
引
に
つ
い
て
(
曽
田
)

(
1
5
)
一
九
一
五
年
に
制
定
さ
れ
た
「
江
折
院
糸
頗
商
業
総
公
所
章
程
」
の

原
文
は
、
『
時
報
』
　
の
一
九
一
五
年
一
〇
月
二
八
日
、
一
一
月
一
日
・

二
日
・
五
日
・
七
日
付
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
『
大
観
』
(
三

九
八
-
四
〇
六
頁
)
は
、
一
九
二
四
年
に
一
部
修
正
さ
れ
た
「
章
程
」

を
載
せ
て
い
る
。

(
1
6
)
　
「
現
下
支
那
工
業
の
大
勢
」
三
　
『
支
那
』
第
七
巻
一
二
号
(
一
九

二
ハ
年
)
、
『
時
報
』
一
九
一
六
年
五
月
一
一
日
。

(
1
7
)
　
要
請
文
の
一
例
は
、
一
九
二
五
年
五
月
一
一
日
二
二
日
付
の
『
時

報
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(　　(　　(　　(

21201918
)　　　　　)　　　　　)　　　　　)

『
大
観
』
一
七
一
頁
。

『
時
報
』
一
九
二
六
年
四
月
一
〇
日
。

『
大
観
』
一
七
四
頁
。

江
蘇
省
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
「
条
例
」
　
の
全
文
を
知
る
こ
と
は
で

五
七



(　　′T、　　(　　_　(　　　　(　　　　(　　　　(　　　　(
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(
3
0
)

(
3
1
)

(
3
2
)

(
3
3
)

(
3
4
)
(
翌

江
斬
地
方
に
お
け
る
繭
取
引
に
つ
い
て
　
(
曽
田
)

き
な
い
。
も
と
も
と
二
条
一
三
項
か
ら
な
っ
て
い
た
糸
繭
総
公
所
の
原

案
は
(
『
時
報
』
一
九
一
五
年
四
月
二
七
日
)
、
晨
商
部
に
ょ
っ
て
二
条

一
〇
項
に
修
正
さ
れ
た
が
.
(
『
時
報
』
一
九
一
五
年
八
月
二
二
日
)
、
一

九
二
〇
年
一
二
月
一
七
日
付
の
『
時
報
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
条
例
」

の
内
容
は
、
算
一
条
の
一
項
二
一
項
・
四
項
・
五
項
と
第
二
条
の
一
項

.
・
五
項
で
あ
る
。
ま
た
『
大
観
』
(
一
七
四
-
一
七
五
頁
)
が
紹
介
し
て

い
る
の
は
、
「
条
例
」
の
第
一
桑
の
部
分
だ
け
で
あ
る
。

『
大
観
』
一
七
四
頁
。

『
支
那
工
業
綜
覧
』
一
五
九
頁
。

『
大
観
』
一
七
八
頁
。

『
朝
鮮
支
那
蚕
糸
業
概
観
』
二
二
ハ
頁
。

『
時
報
』
　
l
九
一
八
年
六
月
三
日
。

『
治
国
事
情
』
第
二
輯
　
六
九
頁
。

『
時
報
』
一
九
一
五
年
四
月
二
〇
日
。

(
公
)
に
同
じ
。

(
2
8
)
に
同
じ
。

『
支
那
の
蚕
糸
業
』
(
臨
時
産
業
調
査
局
調
査
資
料
第
一
六
号
)
一

九
一
八
年
　
六
三
頁
。

前
掲
「
現
下
支
那
工
業
の
大
勢
」
三
℃

『
時
報
』
一
九
一
五
年
五
月
一
〇
日
。

同
右
。
『
時
報
』
一
九
二
八
年
四
月
一
〇
日
。
一
九
二
八
年
に
南
京
国
民
政

府
は
前
行
開
設
の
規
制
を
解
除
す
る
が
、
そ
の
年
の
春
繭
の
出
回
時
期

五
八

を
前
に
繭
帖
の
書
き
か
え
を
指
示
し
た
。
そ
の
時
、
繭
行
側
が
拒
絶
の

根
拠
と
し
て
掟
起
し
た
の
が
こ
の
点
で
あ
り
、
書
き
か
え
は
一
九
三
四

年
に
行
わ
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
・

(
彗
　
(
翌
に
同
じ
。
「
条
例
」
が
制
定
さ
れ
た
後
、
省
議
会
を
舞
台
に
規

制
の
緩
和
が
論
議
さ
れ
、
一
九
二
〇
年
の
年
末
に
は
、
江
蘇
省
で
「
条

例
」
の
廃
止
に
賛
成
し
た
省
議
員
が
、
紡
織
菜
職
人
の
襲
撃
を
う
け
る

と
い
う
事
件
ま
で
起
き
た
。
翌
年
に
な
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
員
両
部
か

ら
菌
行
の
開
設
を
規
制
す
る
法
令
が
出
さ
れ
た
が
、
こ
う
し
た
前
行
の

の
開
設
規
制
に
よ
っ
て
前
行
の
営
業
権
の
移
転
は
非
常
に
困
姥
に
な
っ

て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
(
『
大
観
』
　
〓
ハ
七
頁
)
。

四
　
前
行
と
養
蚕
農
民

菌
行
開
設
者
の
社
会
的
な
地
位
か
ら
し
て
、
前
行
と
養
蚕
良
民
と
の
問
に
対

等
な
取
引
が
実
現
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
粒
で
あ
っ
た
と
予
測
で
き
る
。
百
行

に
よ
る
菌
の
E
只
い
つ
け
体
制
に
つ
い
て
、
「
一
見
商
店
タ
ル
ノ
趣
キ
無
ク
シ
テ
、

殆
ト
公
吏
力
買
上
ク
ヲ
為
ス
モ
ノ
ノ
如
キ
奇
観
ア
リ
」
(
読
点
は
正
恵
)
　
と
い

(
1
)

わ
れ
て
い
た
。
苗
の
買
い
つ
け
に
あ
た
る
百
行
の
体
制
に
つ
い
て
、
も
う
少
し

(
2
)

具
体
的
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
資
料
が
あ
る
。
「
淫
陽
各
地
の
百
行
は
、

買
い
つ
け
の
前
に
あ
た
っ
て
、
各
地
の
有
力
者
を
雇
入
れ
、
内
に
加
勢
を
待
て

拓
民
を
屈
服
さ
せ
、
一
方
で
は
、
き
つ
ね
が
虎
の
戒
を
借
り
る
よ
う
に
、
多
説

の
警
察
を
利
用
し
て
群
衆
を
成
戻
し
、
し
か
も
保
障
が
あ
る
と
公
言
し
て
お

り
、
誰
も
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
も
し
時
に
、
拓
民
が
不
平
を
と
な
え

て
争
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
即
ち
悶
着
を
お
こ
し
た
と
い
つ
わ
り
、
警
察
に
指
示



し
て
と
ら
え
さ
せ
官
庁
に
送
っ
て
し
ま
う
」
。
ま
さ
に
、
前
行
が
地
方
で
勢
力

の
あ
る
者
や
官
憲
と
一
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
体
制
に
あ
る
前
行
は
、
前
菜
公
所
を
と
お
し
て
仲
間

外
の
も
の
の
首
取
引
へ
の
参
加
を
排
除
し
、
仲
間
内
で
は
苗
の
買
い
つ
け
価
格

の
協
定
を
行
っ
て
お
り
、
養
蚕
島
民
が
高
値
で
苗
を
売
り
さ
ば
く
の
は
容
易
な

こ
と
で
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
な
お
首
価
が
高
く
な
っ
た
時
に
は
、
百
行
側
は

停
拝
と
い
う
手
段
を
用
い
た
。
そ
れ
は
発
蛾
を
お
そ
れ
る
養
蚕
良
民
を
し
て
、

苗
の
売
り
急
ぎ
に
は
し
ら
せ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
「
相
場
ノ
暴
騰
ヲ
防

(
3
)

グ
為
メ
ノ
好
手
段
」
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
一
九
二
四
年
の
春
繭
買
い
つ
け

時
期
に
、
無
錫
の
前
菜
公
所
で
は
、
糸
価
の
下
落
に
も
か
か
わ
ら
ず
菌
が
高
値

(
.
t
)

で
買
わ
れ
て
い
る
と
し
て
、
一
日
間
の
停
秤
を
決
議
し
て
い
る
。
停
秤
と
い
う

手
段
は
、
養
蚕
良
民
か
ら
か
な
り
に
く
ま
れ
て
い
た
ら
し
く
、
や
は
り
一
九
二

四
年
の
春
菌
買
い
つ
け
時
期
に
、
武
進
県
の
甫
行
が
停
秤
の
掲
示
を
出
し
た
と

こ
ろ
、
故
意
に
買
い
つ
け
を
中
止
し
菌
価
の
引
下
げ
を
は
か
る
も
の
だ
と
し

て
、
養
蚕
農
民
が
そ
の
前
行
に
乱
入
し
器
物
を
破
壊
す
る
事
件
が
お
き
て
い

(
5
)る
。前
行
の
威
圧
的
な
買
い
つ
け
体
制
と
、
菌
の
取
引
統
制
を
行
う
組
織
の
存
在

の
前
に
、
養
蚕
良
民
の
立
場
は
弱
か
っ
た
。
新
興
の
産
前
地
と
し
て
成
長
し
な

が
ら
も
、
開
設
規
制
に
ょ
っ
て
前
行
が
少
数
に
抑
え
ら
れ
て
い
た
地
方
の
養
蚕

良
民
の
立
場
は
と
く
に
弱
か
っ
た
よ
う
で
、
金
壇
、
慄
陽
両
県
に
つ
い
て
、
「
毎

年
、
繭
の
出
回
期
に
な
る
と
、
商
家
は
お
も
い
ど
お
り
に
抑
圧
す
る
。
郷
民
が

や
っ
と
の
こ
と
苦
労
し
て
繭
を
か
つ
い
で
市
に
は
い
り
、
売
ろ
う
と
し
て
も
欠

損
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
が
、
売
ら
な
け
れ
ば
発
蛾
す
る
心
配
が
あ
り
、
つ
い
に

江
新
地
方
に
お
け
る
商
取
引
に
つ
い
て
　
(
曽
田
)

(
6
)

は
が
ま
ん
し
て
安
値
で
も
売
り
さ
ば
く
ほ
か
な
い
」
と
か
、
養
蚕
農
民
は
前
行

く

い

も

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

7

)

に
「
食
物
に
さ
れ
る
ほ
か
ど
う
し
よ
う
も
な
い
」
、
と
い
っ
た
状
態
が
指
摘
さ

れ
て
い
た
。

も
ち
ろ
ん
、
前
行
の
買
い
つ
け
体
制
の
前
に
、
養
蚕
県
民
は
ま
っ
た
く
従
順

で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
様
々
の
形
態
で
抵
抗
し
た
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
養
蚕
良
民
は
「
切
売
り
」
、
「
府
繭
こ
み
の
売
込
み
」
、
そ

(
8
)

れ
に
菌
価
次
第
で
座
繰
製
糸
に
転
換
す
る
と
.
い
っ
た
形
態
で
抵
抗
し
た
。
た

だ
、
こ
れ
ら
は
養
蚕
良
民
と
し
て
ほ
あ
ま
り
積
極
的
な
抵
抗
と
は
い
え
ず
、
な

か
で
も
「
厨
繭
こ
み
の
売
込
み
」
な
ど
ほ
、
自
ら
の
首
を
し
め
か
ね
な
い
抵
抗

の
形
態
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

繭
価
引
上
げ
の
た
め
の
養
蚕
良
民
の
積
極
的
な
抵
抗
に
つ
い
て
は
、
現
金
の

獲
得
の
必
要
と
発
蛾
へ
の
お
そ
れ
に
迫
ら
れ
て
安
値
で
も
繭
を
売
却
せ
ね
ば
な

ら
ず
、
「
養
蚕
家
が
相
聯
合
し
て
買
主
に
当
ら
ん
と
す
る
が
如
き
は
到
底
期
す

(
9
)

べ
か
ら
ず
」
と
、
あ
り
得
な
い
こ
と
だ
と
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
実
は
そ

う
で
は
な
か
っ
た
。
江
薪
両
省
内
の
い
ず
れ
の
地
方
の
養
蚕
農
民
も
、
前
行
に

積
極
的
に
抵
抗
で
き
る
条
件
を
欠
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
前
行
が
多
数
開

設
さ
れ
商
取
引
の
盛
ん
な
無
錫
の
養
蚕
晨
民
に
は
、
繭
価
引
上
げ
の
た
め
に
積

極
的
に
抵
抗
す
る
姿
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
一
七
年
の
春
繭
買
い
つ
け
時
期
に
、
対
独
参
戦
案
の
国
会
通
過
を
め
ぐ

っ
て
お
き
た
段
祓
瑞
の
罷
免
に
対
す
る
、
侃
嗣
沖
や
楊
善
徳
ら
の
安
徽
省
、
折

江
省
に
お
け
る
独
立
騒
ぎ
が
お
き
た
。
第
一
次
大
戦
の
影
響
に
ょ
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
市
場
へ
の
生
糸
輸
出
の
不
安
に
加
え
て
、
こ
う
し
た
内
戦
へ
の
危
機
は
、
糸

満
総
公
所
や
商
業
公
所
の
商
取
引
統
制
を
通
常
よ
り
さ
ら
に
放
し
い
も
の
に
し

五
九



江
漸
地
方
に
お
け
る
繭
取
引
に
つ
い
て
(
曽
田
)

た
。
糸
繭
総
公
所
で
は
、
繭
行
の
高
値
で
の
菌
の
買
い
つ
け
を
抑
え
る
た
め
に
、

一
担
当
り
四
〇
元
を
買
い
つ
け
最
高
価
格
と
決
め
、
そ
れ
以
上
の
価
格
で
の
買

(
1
0
)

い
つ
け
を
絶
対
に
や
め
る
よ
う
、
く
り
か
え
し
警
告
し
て
い
た
。

一
時
、
繭
の
買
い
つ
け
価
格
は
、
無
錫
で
三
〇
元
前
後
に
ま
で
低
落
し
た
。

だ
が
ま
も
な
く
回
復
し
、
結
局
、
四
〇
元
前
後
か
ら
五
〇
元
ま
で
の
範
囲
で
取

引
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
事
件
が
お
き
な
け
れ
ば
、
六
〇
元
以
上

に
達
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
通
常
の
年
に
く
ら
べ
る
と

前
価
が
か
な
り
低
落
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

・
-
糸
繭
総
公
所
が
く
り
か
え
し
警
告
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
繭
の
買
い
つ
け

価
格
が
五
〇
元
ち
か
く
に
ま
で
到
達
し
た
の
は
、
独
立
騒
ぎ
が
、
銭
荘
の
融
資

に
よ
る
賠
甫
資
金
が
す
で
に
無
錫
に
も
ち
こ
ま
れ
た
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と

に
も
よ
る
が
、
▼
養
蚕
晨
民
に
よ
る
積
椋
的
な
携
抗
の
結
果
で
も
あ
っ
た
。
糸
菌

総
公
所
の
統
制
に
よ
る
繭
買
い
つ
け
価
格
の
低
下
に
対
し
て
、
養
蚕
農
民
は
村

々
を
達
合
し
て
組
織
を
つ
く
り
、
一
担
当
り
五
〇
元
に
達
し
な
い
か
ぎ
り
苗
を

売
ら
な
い
こ
と
を
決
定
し
た
。
.
そ
し
て
、
現
金
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
「
零
細
な

(
〓
)

小
戸
」
が
前
を
売
り
出
そ
う
と
し
た
時
、
そ
れ
は
阻
止
さ
れ
た
。
苗
価
は
、
養

蚕
良
民
が
最
低
限
と
し
て
提
起
し
た
価
格
ち
か
く
に
ま
で
到
達
し
た
が
、
そ
れ

で
も
な
お
、
こ
の
年
の
前
行
の
菌
買
い
つ
け
量
は
通
常
よ
り
少
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

養
蚕
農
民
は
、
買
い
つ
け
価
格
が
一
定
積
に
到
達
す
る
ま
で
協
同
し
て
前
を

売
ら
な
い
と
い
う
形
態
で
、
前
行
側
に
抵
抗
し
た
。
ま
さ
に
良
民
の
団
結
し
た

不
売
に
よ
る
抵
抗
で
あ
り
、
そ
れ
を
実
効
あ
ら
し
め
る
た
め
に
「
零
細
な
小
戸
」

の
売
り
急
ぎ
は
阻
止
さ
れ
ね
は
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

六
〇

一
定
の
価
格
以
下
で
は
前
を
売
ら
な
い
と
い
う
形
態
で
抵
抗
す
る
場
合
、
発

蛾
し
て
繭
が
商
品
と
し
て
の
価
値
を
な
く
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
従
っ

て
、
生
前
を
所
持
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
養
蚕
晨
民
の
立
場
の
弱
さ
へ
の
何
ら

か
の
対
策
が
な
け
れ
ば
、
強
固
な
抵
抗
は
困
姓
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
養
蚕
農

民
は
、
い
か
な
い
対
策
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
場
合
、
い
つ
で
も
座
操
製
糸
に
転
換
で
き
る
条
件
を
、
養
蚕
長
氏
が
そ

な
え
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
す
で
に
指
摘
し
た

よ
う
に
、
一
九
一
〇
年
代
中
頃
の
無
錫
で
は
、
座
操
製
糸
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ

な
く
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
養
蚕
農
民
自
身
が
乾
前
と
し
て
所

持
し
て
い
た
か
、
所
持
で
き
る
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。
事
実
、
一
九
一
七
年
以
前
に
、
無
錫
の
養
蚕
農
民
は
自
ら
乾
苗
と
し
て

所
持
し
た
経
験
を
も
っ
て
い
る
。
一
九
一
五
年
の
春
苗
取
引
の
開
始
前
に
、
無

錫
の
前
菜
公
所
が
協
定
し
た
買
い
つ
け
開
始
日
は
例
年
に
比
較
し
て
遅
か
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
気
温
が
高
く
苗
の
な
か
に
は
買
い
つ
け
開
始
旦
別
に
菟
接
し

て
し
ま
う
も
の
が
出
た
。
そ
の
う
え
に
首
価
が
安
か
っ
た
た
め
に
、
表
芸
農
民

の
な
か
に
は
乾
菌
と
し
て
将
来
の
売
却
に
そ
な
え
よ
う
と
す
る
も
の
が
出
た
。

(
1
2
)

そ
の
よ
う
な
養
蚕
良
民
は
、
全
体
の
二
、
三
割
を
占
め
た
と
も
い
わ
れ
る
。

一
九
二
〇
年
代
に
は
、
無
錫
の
養
蚕
良
民
に
ょ
る
乾
石
化
は
か
な
り
普
及
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
二
四
年
の
苗
買
い
つ
け
開
始
前
の
新
開
に
は
、

「
江
蘇
省
の
常
州
や
無
錫
の
彷
民
に
は
、
従
末
、
監
娯
(
生
前
の
白
焼
)
の
動

き
が
あ
っ
た
が
、
製
糸
家
の
な
か
に
、
今
期
は
常
州
や
無
錫
に
行
っ
て
生
貢
を

買
い
つ
け
る
の
を
や
め
、
乾
苗
を
買
い
い
れ
る
こ
と
に
改
め
て
損
失
を
免
れ
よ

(
1
3
)

う
と
提
案
す
る
も
の
が
い
た
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
無
錫
や
武
進
の
養
蚕
農



民
に
よ
る
乾
繭
化
の
か
な
り
の
普
及
と
、
そ
れ
に
よ
る
菌
買
い
つ
け
価
格
の
上

昇
倭
向
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
た
め
に
製
糸
家
は
無
錫
や
武
進
の
産
前
地
で
の

貢
の
買
い
つ
け
を
き
ら
い
、
苗
商
人
か
ら
の
要
田
の
買
い
い
れ
に
転
換
し
よ
う

と
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
両
県
の
養
蚕
良
民
に
つ

い
て
は
、
一
九
二
五
、
二
六
年
に
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
乾
苗
化
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、

(
1
4
)

苗
行
の
安
値
買
い
つ
け
に
抵
抗
し
た
事
実
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
無
錫
を
中
心
と
し
た
産
前
地
に
つ
い
て
、
上
海
の
器
械
製
糸
業

の
「
原
料
萌
産
地
と
し
て
の
役
割
り
を
つ
と
め
始
め
た
頃
か
ら
の
発
展
が
日
に

立
つ
」
が
、
こ
の
地
方
の
養
蚕
農
民
は
「
苗
の
商
品
化
に
た
い
し
て
相
当
の
熱

意
を
も
ち
、
蚕
種
及
び
養
蚕
技
術
の
改
良
に
よ
っ
て
品
質
の
よ
い
菌
を
生
産
(
1
5
)

し
、
比
較
的
高
値
に
売
る
方
針
を
早
く
か
ら
採
っ
て
い
た
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
、
無
錫
の
よ
う
な
地
方
で
は
、
上
海
の
器
械
製
糸
業
の
た
め
の
原
料

苗
生
産
の
普
及
の
な
か
に
あ
っ
て
、
た
だ
窮
迫
的
に
前
を
売
る
養
蚕
良
民
だ
け

で
な
く
、
南
雲
の
改
良
に
努
力
し
で
き
る
だ
け
高
値
で
繭
を
売
ろ
う
と
す
る
養

蚕
良
民
も
出
現
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
養
蚕
農
民
こ
そ
、
乾

菌
と
し
て
所
持
し
よ
う
と
す
る
意
欲
と
、
所
持
で
き
る
資
力
を
有
し
て
い
た
。

「
無
錫
の
養
蚕
家
は
自
ら
乾
菌
と
し
て
相
場
の
出
る
迄
で
持
.
っ
て
居
る
も
の
が

妙
く
な
い
。
し
か
も
此
の
種
の
方
法
に
ょ
る
も
の
は
優
等
繭
で
比
較
的
余
裕
の

(
1
6
)

あ
る
農
民
が
や
っ
て
居
る
」
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
養
蚕
農
民
が
乾
繭
と
し
て
所
持
す
る
と
い
っ
て
も
、
乾
燥
設
備

を
所
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
完
全
な
殺
蛸
・
乾
燥
の
行
え
る
煉
瓦

づ
く
り
の
乾
燥
室
を
、
養
蚕
県
民
自
身
が
所
有
す
る
こ
と
は
法
的
な
規
制
の
面

か
ら
だ
け
で
な
く
、
資
力
の
面
か
ら
も
困
難
で
あ
っ
た
。
無
錫
等
の
養
蚕
良
民

江
漸
地
方
に
お
け
る
商
取
引
に
つ
い
て
(
曽
田
)

が
南
の
乾
燥
の
た
め
に
用
い
た
方
法
は
、
先
に
引
用
し
た
資
料
の
な
か
に
も
あ

っ
た
「
臨
焼
」
　
-
　
あ
る
い
は
「
臨
仕
」
と
も
称
さ
れ
て
い
た
I
と
い
わ
れ

る
方
法
で
あ
っ
た
。
養
蚕
良
民
は
、
南
の
買
い
つ
け
時
期
を
ま
え
に
製
糸
家
や

薗
商
人
に
よ
っ
て
借
り
い
れ
ら
れ
な
か
っ
た
薗
行
に
、
繭
の
乾
燥
だ
け
を
委
託

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

す
で
に
ふ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
無
錫
の
よ
う
に
い
ち
早
く
原
料

薗
産
地
と
し
て
成
長
し
た
地
方
で
は
、
薗
行
の
開
設
数
が
過
剰
気
味
で
、
毎
年
、

製
糸
家
等
に
ょ
っ
て
利
用
さ
れ
な
い
菌
行
が
出
た
。
一
部
の
比
較
的
富
裕
な
養

蚕
農
民
の
な
か
に
は
、
こ
う
し
た
前
行
を
利
用
し
て
、
自
ら
の
前
を
乾
繭
と
し

て
所
持
す
る
も
の
が
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
良
民
こ
そ
が
、
一
九
・
一
七

年
に
み
ら
れ
た
、
薗
行
側
の
統
制
に
対
す
る
薗
価
引
上
げ
の
た
め
の
抵
抗
を
指

導
し
て
い
た
に
ち
が
い
た
い
。

こ
こ
で
は
、
江
新
地
方
の
養
蚕
良
民
が
繭
行
に
対
し
て
決
し
て
従
順
で
は
な

か
っ
た
し
、
ま
た
消
極
的
な
抵
抗
に
終
始
し
て
い
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
こ
と

を
確
認
し
た
。
比
較
的
富
裕
な
養
蚕
良
民
の
な
か
に
は
薗
質
の
改
良
に
努
力

し
、
自
ら
乾
繭
と
し
て
で
き
る
だ
け
高
値
で
売
却
し
よ
う
と
す
る
も
の
も
お

り
、
時
に
は
こ
れ
ら
の
農
民
が
中
心
に
な
っ
て
、
団
結
し
て
薗
行
側
の
安
い
繭

の
買
い
つ
け
価
格
の
強
制
に
抵
抗
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
良
民
の
存
在
と
抵
抗
を
、
江
研
地
方
全
体
に
お
し
ひ

ろ
げ
て
考
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
養
蚕
魚
民
に
よ
る
繭
の
乾
燥
は
、
過
剰

繭
行
を
利
用
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
他
の
地
方
に
く
ら
べ
て
開
設
さ
れ
て
い
る

前
行
が
は
る
か
に
多
い
無
錫
の
よ
う
な
地
方
に
お
い
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
っ

た
。
そ
れ
に
、
無
錫
の
養
蚕
良
民
に
ょ
る
乾
繭
と
し
て
の
所
持
も
、
実
際
に
ど

六
一



江
漸
地
方
に
お
け
る
菌
取
引
に
つ
い
て
(
曽
田
)

の
程
度
繭
取
引
を
彼
ら
に
有
利
に
し
得
た
か
に
つ
い
て
は
、
晨
民
の
貯
繭
設
備

(
1
7
)

の
有
無
、
乾
繭
の
販
売
ル
ー
ト
な
ど
、
そ
の
他
の
条
件
も
考
慮
に
い
れ
て
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

註
(
l
)
　
轟
木
長
『
清
国
蚕
糸
業
二
関
ス
ル
報
告
書
』
(
晨
商
務
省
商
工
局
臨

.
時
報
告
第
二
〇
冊
)
一
九
〇
一
年
　
三
六
頁
。
繭
行
の
「
官
街
」
の
よ

う
な
体
制
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
論
文
、
小
島
淑
男
「
一
九
一
〇
年
代
に

お
け
る
江
南
の
畏
村
社
会
」
(
前
出
)
　
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)
　
『
時
報
』
一
九
二
五
年
九
月
二
一
日
。

(
3
)
　
大
石
善
四
郎
司
活
国
江
蘇
漸
江
両
省
繭
生
糸
調
査
報
告
』
　
(
東
京
高

等
商
業
学
校
刊
)
一
九
〇
六
年
　
二
二
頁
。

(
4
)
　
『
時
報
』
一
九
二
四
年
六
月
二
日
。

(
5
)
　
『
時
報
』
一
九
二
四
年
六
月
三
日
。

(　　　　(　　　　(　　　　(　　　　(　　　　(　　　　(　　　　(　　　　(　　　　(

151413121110　9　8　7　6
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『
時
報
』
一
九
二
五
年
九
月
一
四
日
。

『
時
報
』
　
】
九
二
五
年
九
月
二
一
日
。

鈴
木
論
文
。

『
清
国
蚕
糸
業
一
班
』
　
l
〇
五
頁
。

『
時
報
』
一
九
一
七
年
六
月
三
日
・
七
日
。

『
時
報
』
一
九
一
七
年
六
月
五
日
。

『
時
報
』
一
九
一
五
年
六
月
四
日
。

『
時
報
』
一
九
二
四
年
四
月
二
一
日
。

『
時
報
』
一
九
二
五
年
六
月
六
日
、
一
九
二
六
年
六
月
四
日
。

本
位
田
祥
男
、
早
川
卓
郎
『
東
亜
の
蚕
糸
業
』
(
東
亜
経
済
研
究
三
)

六
二

一
九
四
三
年
　
四
〇
八
頁
。

(
1
6
)
　
『
大
観
』
二
〇
七
頁
。

(
1
7
)
　
養
蚕
晨
民
の
乾
繭
が
ど
の
よ
う
な
販
売
ル
ー
ト
に
の
せ
ら
れ
て
い
た

か
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
で
な
い
。
薗
行
は
正
式
に
は
鮮
繭
行
と
い
わ

れ
、
乾
繭
の
買
い
つ
け
に
は
あ
た
れ
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
養
蚕
良
民

の
乾
繭
は
繭
行
を
と
お
さ
な
い
、
非
合
法
の
販
売
ル
ー
ト
に
の
せ
ら
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

日
活
戦
争
前
後
の
上
海
の
製
糸
工
場
に
お
け
る
原
料
苗
の
買
い
つ
け
証
は
、

前
行
制
度
の
確
立
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
た
。
菌
行
の
開
設
者
は
、
製
糸
家
自
身

か
ら
産
前
地
の
郷
紳
に
か
あ
っ
た
。
産
前
地
打
紳
の
開
設
し
た
前
行
は
、
苗
取

引
へ
の
妨
害
行
為
を
排
除
し
、
菌
の
蒐
集
匹
努
力
な
い
し
は
l
定
量
の
苗
の
買

い
つ
け
の
実
現
を
請
負
い
、
製
糸
家
が
必
要
と
す
る
原
料
苗
の
確
保
を
容
易
に

し
た
。
ま
た
苗
行
の
組
織
の
成
立
も
、
苗
行
l
こ
よ
る
苗
取
引
の
主
導
権
の
事
控

を
促
し
た
。

製
糸
家
と
前
行
の
分
離
、
産
前
地
拓
紳
の
前
行
開
設
へ
の
進
出
、
前
行
の
組

織
の
成
立
を
内
容
と
す
る
薗
行
制
度
の
確
立
は
、
国
内
の
苗
取
引
の
普
及
を
前

提
と
す
る
こ
と
な
く
、
産
菌
地
か
ら
仕
れ
た
上
海
に
発
生
し
た
近
代
製
糸
菜
の

た
め
に
、
比
較
的
安
定
し
た
原
料
苗
の
供
給
を
実
現
し
、
そ
の
後
の
上
海
を
中

心
と
し
た
近
代
製
糸
業
の
発
展
を
も
た
ら
す
一
因
と
な
っ
た
。
し
か
し
同
時

に
、
西
行
制
度
は
近
代
製
糸
業
の
発
展
を
規
制
す
る
要
素
も
内
包
し
て
い
た
。

そ
れ
は
、
商
取
引
に
お
け
る
製
糸
家
の
自
主
性
の
阻
害
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
。



薗
行
制
度
に
お
け
る
製
糸
家
の
前
行
利
用
形
態
、
薗
行
の
組
織
に
よ
る
商
取
引

の
統
制
に
は
、
製
糸
家
の
菌
買
い
つ
け
に
お
け
る
自
主
性
を
損
う
一
面
が
あ
っ

た
。既
設
苗
行
の
利
益
の
擁
護
と
取
引
統
制
の
維
持
を
第
一
に
考
え
、
一
九
一
〇

年
代
中
頃
以
降
に
実
施
さ
れ
た
百
行
の
開
設
規
制
は
、
萌
取
引
の
普
及
に
限
界

を
あ
た
え
る
と
と
も
に
、
苗
行
の
開
設
と
営
業
を
掠
め
て
特
権
的
な
も
の
に
し

て
製
糸
家
の
百
行
に
対
す
る
関
係
を
一
層
不
利
に
し
、
南
行
制
度
の
.
商
取
引

に
お
け
る
製
糸
家
の
自
主
性
の
阻
害
と
い
う
面
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
。

本
論
で
は
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
苗
行
の
開
設
規
制
は
も
う
一

つ
の
重
大
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
す
な
わ
ち
菌
行
開
設
数
の
地
域
的
偏
差
を

固
定
化
し
、
す
で
に
一
九
世
紀
末
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
、
無
錫
を
中
心
と

し
た
地
域
の
上
海
の
製
糸
工
場
へ
の
最
大
の
原
料
甫
供
給
地
と
し
て
の
地
位
を

固
定
す
る
一
方
で
、
伝
統
的
な
蚕
糸
業
地
の
原
料
甫
産
地
へ
の
転
換
を
困
難
に

し
た
。
無
錫
市
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
向
け
生
糸
の
原
料
と
し
て
適
し
て
い
た

が
、
第
一
次
大
戦
後
あ
た
り
か
ら
上
海
器
械
糸
の
市
場
と
し
て
の
重
要
性
は
、

ヨ
t
P
ッ
.
ハ
か
ら
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
移
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
あ
わ
せ
考
え

.

れ
ば
.
こ
の
こ
と
の
も
つ
意
味
が
よ
り
明
確
に
な
ろ
う
。

な
お
、
菌
行
と
製
糸
家
の
協
同
の
団
体
で
あ
り
な
が
ら
、
糸
苗
総
公
所
が
何

故
に
繭
行
の
利
益
擁
護
を
優
先
さ
せ
た
か
に
つ
い
て
は
、
糸
繭
総
公
所
の
役
員

構
成
の
分
析
等
を
と
お
し
て
、
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

繭
行
制
度
を
基
礎
に
し
た
商
取
引
に
お
い
て
、
個
々
の
薗
行
の
威
圧
的
な
体

制
、
薗
行
の
組
織
に
ょ
る
取
引
統
制
に
よ
っ
て
、
養
蚕
県
民
は
非
常
に
不
利
な

立
場
に
お
か
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
ト
限
ら
れ
た
地
方
の
農
民
で
は
あ
れ
、

江
折
地
方
に
お
け
る
薗
取
引
に
つ
い
て
(
曽
田
)

前
行
側
に
対
し
て
積
極
的
に
抵
抗
し
繭
価
の
引
上
げ
を
ほ
か
っ
て
い
た
。

近
代
製
糸
業
の
発
展
を
規
制
す
る
要
素
を
内
包
し
、
ま
た
養
蚕
農
民
に
安
い

菌
の
買
い
つ
け
価
格
を
強
制
す
る
前
行
制
度
に
対
し
て
、
批
判
的
な
動
き
が
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
ほ
一
九
二
〇
年
代
中
頃
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
製
糸
家

の
な
か
に
独
自
の
目
立
っ
た
動
き
は
み
ら
れ
な
い
が
、
産
繭
地
が
製
糸
家
の
な

か
に
は
事
実
上
、
菌
行
制
度
に
よ
ら
ず
に
繭
の
買
い
つ
け
に
あ
た
る
も
の
が
か

な
り
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
中
頃
、
無
錫
の
製
糸
家
の
な
か
に

は
、
「
居
買
」
　
の
形
態
で
繭
を
買
い
つ
け
る
も
の
が
か
な
り
い
た
ら
し
く
、
製

糸
家
た
ち
の
会
議
で
論
議
の
一
つ
の
的
に
な
っ
て
い
る
(
『
時
報
』
一
九
二
四

年
五
月
二
〇
日
)
。
ま
た
、
運
動
の
担
い
手
に
つ
い
て
正
確
な
こ
と
は
わ
か
ら

な
い
が
、
一
九
二
〇
年
代
中
頃
か
ら
、
薗
行
の
開
設
規
制
に
反
対
し
、
蔵
行
開

設
の
自
由
化
、
農
民
に
よ
る
乾
燥
設
備
設
置
の
自
由
化
を
も
と
め
る
運
動
が
展

開
し
、
乾
繭
行
の
開
設
認
可
も
論
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
運
動
に
か
か
わ

っ
た
組
織
の
一
つ
に
、
「
蚕
戸
協
会
」
　
と
い
っ
た
養
蚕
藍
民
の
参
加
を
う
か
が

わ
せ
る
名
称
の
も
の
も
あ
り
、
ま
た
畏
民
協
会
準
備
処
も
運
動
に
関
係
し
て
い

た
。



gation on actual conditions of Kampung Budug in East Java, which gave us the

impressioi that approximately 60% of villagers are farm-village SantrL

Concerning the classification of the Javanese Muslim into social types, Indonesian
scholars classify them on the basis of Islam into two, Muslim (Santri) and Sta-

tistical Muslim (Abangan or Kejawen). American scholar Dr. C. Geertz divides

the people into three social types; Prijaji, Santri and Abangan. Judging from the
data obtained by our investigation on muslim Villages including Kampung Budug,

Desa Wonokromo and Desa Brajan in Central Java, however, I believe that in

order to make the classification more appropriate in terms of Islam these should

be another type between Muslim and Statistical Muslim, which might be called

Traditional Muslim (Suntri Abangan, if I may use such a word) because it is not

Abangan nor pious Santri.

The social type classification by Dr. O. Geertz is based more on a family

background than on religion. To look at the Javanese society from an Islamic
viewpoint, there realy exist the three different types; Pare Muslim, Traditional

Muslim and Nominal Muslim.

This essey is nothing more than a hypothesis, which needs to be strengthened
by more information gained by further investigation in the future on the actual

conditions of the other Muslim villages in Indonesia.

A Study of the Cocoon Dealing in Eiangsu
and Chekiang

by Saburo Soda

The modern silk-reeling industry took root in a first decade of the twentieth

century in Shanghai. For the supply of the silk-reeling filature in Shanghai, the

cocoons came principally from Kiangsu and Chekiang. The filature bought the

raw materials through the agency of cocoon hongs.

The cocoon hongs were established at the cocoon-producting districts to buy

the fresh cocoons from the peasants, dry them in ovens. Like other types of

hongs, the cocoon hong did business with, an official license. The.owners of

cocoon hongs were not necessarily the operators of filatures. The cocoon hongs

were usually owned by the local gentry in a partnership arrangement The oprator

of silk-reeling filature rented the hong or commissioned it to buy the cocoons.

The cocoon merchant guilds were formed at the cocoon-producting districts

since 1900. In 1909 Steam Filature & Cocoon Merchants Guild was formed in

tosho-seibi-repo
長方形



Shanghai. These guilds agreed upon the beginning day of cocoon dealing and

the price of cocoon. The peasants who had to sell the fresh cocoons before

chrysalis emerged were forced to sell their cocons to the hongs at the agreed

price.

Steam Filature & Cocoon Merchants Guild offered to the provincial government
to limit the establishment of cocoon hong in 1915. As a result of the provincial

legislation^limiting the establishment of cocon hong, those already established

enjoyed a form of monopoly and the spread of sericulture to produce the raw

materials for silk-reeling industry was prevented.

The Structure of the World History with
Relation to the Description of the European
History Seen in the New World History
Textbook

by Yoshinobu Arita

After the World War II democratic education was aimed at and educational
reform was carried out. As a result the civic course became one of the subjects

for students to learn and it included World History in 1949. The course of study
of World History was made early in 1951 and later it was revised four times.

The structure of World History has been a big problem since World History was

introduced. Following the example of Western democracy Japan has modernized

and democratized itself and regarded the historical view with Europe as its center

as one of the best the independences, however, of Asian and African countries

and that of Japan with the conclusion of the San Francisco Peace Treaty have

contributed a great deal to an atmosphere of the revision and change of the
above point of view.

The main theme of this report is to trace the revisions and changes in the

former course of studies of the structure of the world history and the description

of the European history and to investigate into the way the World History text-

books based on the new course of study in 1978 have revised and changed the

historical view with Europe as its center.
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